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広報きこない

　（
雇
用
・
産
業
創
出
）

　
新
た
な
産
業
の
創
出
や
起
業
、
事
業
進
出

に
つ
い
て
は
、
多
方
面
か
ら
実
現
の
可
能
性

を
追
求
し
、
安
定
し
て
事
業
を
継
続
で
き
る

よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
加
え
て
、
投

資
並
び
に
常
用
雇
用
者
の
拡
大
や
、
外
国
人

技
能
実
習
生
の
受
入
れ
を
行
う
企
業
に
対
す

る
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　
新
た
に
町
の
産
業
・
イ
ベ
ン
ト
等
の
体
験

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
大
学
生
等
を

募
集
し
、
地
域
の
価
値
を
再
発
掘
す
る
と
と

も
に
、
町
の
魅
力
を
発
信
し
、
地
域
活
性
化

を
図
り
ま
す
。

（
住
環
境
）

　
町
内
に
散
見
さ
れ
る
空
家
に
つ
い
て
は
、

危
険
度
の
把
握
に
努
め
、
適
切
な
管
理
が
行

わ
れ
て
い
な
い
特
に
危
険
性
の
高
い
空
家
に

つ
い
て
は
、
代
執
行
の
措
置
を
進
め
る
な
ど
、

安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
お
い
て
は
、

木
古
内
町
地
域
脱
炭
素
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
基

づ
き
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
の
姿
勢
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
、
早
期
に
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
宣
言
」
の
表
明
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
移
住
定
住
）

　
移
住
定
住
対
策
と
し
て
、
み
ら
い
あ
る
条

例
を
施
行
し
、
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
、
リ
フ
ォ

ー
ム
、
家
賃
補
助
制
度
を
開
始
し
、
順
調
に

事
業
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　
空
き
家
利
活
用
に
お
い
て
も
、
空
き
家
バ

ン
ク
の
登
録
件
数
が
増
加
し
て
お
り
、
売
買

や
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
も
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　
今
後
は
、
地
理
的
利
便
性
と
み
ら
い
あ
る

条
例
を
両
輪
と
し
て
、
様
々
な
情
報
発
信
を

通
じ
、
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
公
共
交
通
網
）

　
北
海
道
新
幹
線
札
幌
延
伸
を
踏
ま
え
、
二

次
交
通
を
維
持
継
続
し
、
道
南
い
さ
り
び
鉄

道
、
函
館
バ
ス
、
及
び
町
内
の
ハ
イ
ヤ
ー
・

レ
ン
タ
カ
ー
会
社
な
ど
に
つ
い
て
、
利
用
者

の
安
全
確
保
と
利
便
性
を
維
持
・
向
上
す
る

た
め
、
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
上
・
下
水
道
）

　
老
朽
管
の
更
新
工
事
を
引
き
続
き
行
い
、

水
道
水
の
安
定
供
給
を
継
続
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
、
水
道
料
基
本
料
金
に

つ
い
て
、
今
後
５
年
間
の
軽
減
措
置
を
行
い

負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
汚
水
管
渠
新

設
工
事
を
進
め
、
処
理
場
に
お
い
て
も
、
各

種
機
械
等
の
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

（
環
境
美
化
）

　
ご
み
の
不
法
投
棄
な
ど
を
防
止
す
る
た
め
、

効
果
的
な
看
板
設
置
を
進
め
る
と
と
も
に
、

団
体
や
地
域
の
清
掃
活
動
を
支
援
し
、
環
境

美
化
の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
木
古
内
警
察
署
と
協
力
し
パ
ト

ロ
ー
ル
の
実
施
や
、
監
視
カ
メ
ラ
を
活
用
し

た
監
視
体
制
を
徹
底
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
消
防
と
救
急
）

　
令
和
５
年
度
に
は
災
害
対
応
用
ド
ロ
ー
ン

を
導
入
し
防
災
力
を
強
化
す
る
ほ
か
、
救
急

救
命
士
の
配
置
と
資
機
材
の
整
備
を
進
め
、

町
民
の
生
命
に
関
わ
る
救
急
体
制
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
防
災
）

　
新
し
い
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
全
戸
配
布
し
、

Ｃ
Ｇ
動
画
も
交
え
て
、
地
域
ご
と
に
説
明
会

を
行
い
ま
し
た
。

　
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は「
公
助
」

だ
け
で
は
な
く
、
地
域
住
民
の
「
共
助
の
力
」

と
「
自
助
の
力
」
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
町
民

の
防
災
意
識
向
上
を
促
す
と
と
も
に
、
各
地

域
で
の
自
主
防
災
組
織
結
成
に
向
け
て
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
交
通
安
全
・
防
犯
）

　
交
通
安
全
指
導
車
に
よ
る
巡
回
啓
発
や
、

町
内
会
、
経
済
団
体
、
町
内
事
業
所
等
に
よ

る
街
頭
啓
発
な
ど
、
町
民
が
一
丸
と
な
っ
た

交
通
死
亡
事
故
防
止
の
運
動
を
推
進
い
た
し

ま
す
。

　
防
犯
意
識
向
上
と
防
犯
体
制
強
化
に
努
め

る
と
と
も
に
、
特
殊
詐
欺
に
関
し
て
は
、
新

た
に
特
殊
詐
欺
等
防
止
対
策
機
器
導
入
補
助

事
業
を
実
施
し
、
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

（
D
X
推
進
）

　
庁
内
横
断
的
な
組
織
体
制
の
も
と
、
急
速

に
進
化
す
る
情
報
化
社
会
に
お
い
て
、
町
民

の
生
活
を
豊
か
に
す
る
様
々
な
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
活
用
・
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
保
障
の
公
平
性
の
実
現
や
行

政
の
利
便
性
の
向
上
の
た
め
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
と
利
活
用
の
拡
大
を
図

り
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
行
財
政
運
営
）

　
人
事
評
価
制
度
の
活
用
や
能
力
開
発
な
ど

を
推
進
し
、
信
頼
さ
れ
る
明
る
い
役
場
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

　
安
定
し
た
財
政
運
営
を
継
続
す
る
た
め
、

徹
底
し
た
経
費
節
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、

町
税
・
地
方
交
付
税
に
続
く
新
た
な
財
源
を

創
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
新
た
に
、
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
を
開
始
し
寄
附
の
申
出
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
商
品
群
の
磨
き
上

げ
と
、
全
国
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
を
強
化
し
寄
附

者
の
増
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
住
民
参
加
・
協
働
）

　
重
要
施
策
や
発
展
計
画
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
は
、
広
く

意
見
を
求
め
反
映
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、
公
園
や
公
共

施
設
の
管
理
な
ど
、
地
域
住
民
と
行
政
が
お

互
い
に
役
割
分
担
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
広
報
・
広
聴
）

　
広
報
紙
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、防
災
行
政
無
線

に
加
え
、
令
和
４
年
度
か
ら
開
始
し
た
テ
レ

ビ
の
ｄ
ボ
タ
ン
活
用
な
ど
に
よ
り
、
迅
速
か

つ
的
確
な
情
報
提
供
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
町
長
室
」「
お
出
か
け
町
長
室
」

に
出
さ
れ
た
課
題
や
要
望
に
は
、
速
や
か
に

対
策
を
検
討
し
、
町
内
会
と
情
報
共
有
す
る

な
ど
、
よ
り
実
効
性
の
高
い
取
組
に
な
る
よ

う
、
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
広
域
行
政
・
交
流
）　

　
「
南
北
海
道
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
」
に

つ
い
て
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
、
地
域

公
共
交
通
へ
の
支
援
、
広
域
医
療
体
制
、
広

域
観
光
、
基
幹
道
路
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
な
ど
、
引
き
続
き
連
携
し
各
事
業
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
「
山
形
県
鶴
岡

市
」
と
引
き
続
き
交
流
の
絆
を
深
め
る
と
と

も
に
、
友
好
都
市
の
「
東
京
都
江
戸
川
区
」、

令
和
４
年
度
か
ら
交
流
を
開
始
し
た
「
神
奈

川
県
横
須
賀
市
」、
そ
し
て
、
北
海
道
新
幹
線

の
隣
接
駅
が
あ
る
「
青
森
県
今
別
町
」
を
は

じ
め
と
す
る
青
森
県
内
の
各
市
町
村
と
の
交

流
事
業
を
継
続
し
、
住
民
交
流
を
含
め
た

様
々
な
事
業
展
開
へ
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
町
の
未
来
の
た
め
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
可

能
性
を
模
索
し
、
今
こ
そ
木
古
内
の
力
を
一

つ
に
結
集
し
、
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
政
策
の

実
現
に
向
け
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
町
政
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
こ
れ
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
す
べ
て
は

町
民
の
皆
様
の
た
め
に
」

生
活
環
境
・
移
住
定
住
・
交
通
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行
財
政
・
住
民
参
加

む
　
　
す
　
　
び

防
災
・
防
犯
・
Ｄ
Ｘ

令和５年度町政執行方針（抜粋）

「これまでも、これからも

　　すべては町民の皆様のために」

町　長　鈴木　慎也

　
令
和
２
年
４
月
に
町
長
に
就
任
し
て
か
ら

３
年
が
経
と
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後

も
「
今
（
現
在
）
と
未
来
を
守
る
た
め
に
挑

戦
す
る
町
政
」
の
実
現
の
た
め
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
議
会
議
員
を
始
め
、「
Ｇ
ｏ
Ｔ

ｏ
町
長
室
」
や
「
お
出
か
け
町
長
室
」
な
ど
、

様
々
な
機
会
を
通
じ
、
町
民
の
方
々
の
声
に

耳
を
傾
け
、
ご
意
見
や
ご
提
言
を
い
た
だ
い

て
ま
い
り
ま
し
た
。
活
力
あ
ふ
れ
る
木
古
内

町
の
未
来
を
実
現
す
る
た
め
、「
町
民
目
線
」

で
諸
課
題
を
解
決
し
、
幸
せ
と
豊
か
さ
の
実

現
の
た
め
、
思
い
や
り
の
あ
る
町
政
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
春
に
供
用
開
始
し
た
高
規
格
道
路
函

館
・
江
差
自
動
車
道「
木
古
内
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
」
を
始
め
、
今
後
は
交
通
イ
ン
フ
ラ
の

更
な
る
充
実
に
向
け
て
、
近
隣
自
治
体
と
連

携
し
、「
道
南
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
ハ
ブ
タ
ウ

ン
木
古
内
」
と
し
て
の
使
命
を
果
た
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
今
後
、
町
が
進
む
べ
き
方
向
性
に
つ
い
て

は
、
現
在
策
定
中
の
、「
第
７
次
木
古
内
町
振

興
計
画
」
に
お
い
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
声

を
一
つ
で
も
多
く
聞
き
取
り
、
反
映
さ
せ
て

ま
い
り
ま
す
。

（
高
齢
者
・
介
護
福
祉
）

　
引
き
続
き
、
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用

券
交
付
事
業
や
福
祉
灯
油
支
給
事
業
を
実
施

し
、
心
身
の
保
養
と
健
康
保
持
、
外
出
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、
新
た
に
補
聴
器
購
入
費

助
成
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
介
護
予
防
事
業
と
し
て
、
心
房
細
動
を
早

期
発
見
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
心
房
細
動
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
事
業
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
で
不
足
す
る
介
護
人
材
育
成

の
た
め
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
や
新
た
に

介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
の
受
講
者
に
対
し
、

受
講
料
の
補
助
を
実
施
し
ま
す
。

（
子
育
て
）

　
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
地

域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
「
出
生
お
祝
い
事

業
」
を
継
続
し
、
母
子
保
健
事
業
で
は
、
新

た
に
産
後
に
お
い
て
家
族
等
の
援
助
が
受
け

ら
れ
ず
支
援
を
必
要
と
す
る
母
子
に
対
し
て
、

産
婦
の
心
身
の
ケ
ア
、
育
児
指
導
等
の
支
援

を
行
う
産
後
ケ
ア
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま
で

の
相
談
支
援
、
出
産
・
子
育
て
支
援
給
付
金

に
よ
る
経
済
支
援
を
一
体
的
に
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
保
健
・
疾
病
予
防
・
病
院
）

　
公
立
病
院
の
経
営
強
化
プ
ラ
ン
を
令
和
５

年
度
中
に
策
定
し
、「
医
師
・
看
護
師
等
の
確

保
と
働
き
方
改
革
」、「
新
興
感
染
症
の
感
染

拡
大
時
等
に
備
え
た
平
時
か
ら
の
取
組
」
に

対
応
す
る
と
と
も
に
、
特
養
事
業
に
つ
い
て

は
経
営
安
定
を
図
る
た
め
、
利
用
者
及
び
介

護
職
員
の
確
保
や
、
職
員
全
体
の
質
の
向
上

を
図
り
、
安
定
的
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
努
め
ま
す
。

（
農
業
・
林
業
）

　
水
稲
・
畜
産
・
施
設
野
菜
な
ど
、
関
係
機

関
と
連
携
し
高
付
加
価
値
化
・
品
質
向
上
や
、

さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
老
朽
化
す
る
農
業
用
施
設
の
修
繕
等
を

行
い
な
が
ら
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
特
産
品
の
「
は
こ
だ
て
和
牛
」
や

「
ふ
っ
く
り
ん
こ
」
の
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
描

く
た
め
、
農
協
や
農
業
者
と
の
連
携
や
Ｐ
Ｒ

強
化
に
努
め
ま
す
。

　
林
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
や
道
南

ス
ギ
産
地
形
成
推
進
協
議
会
と
連
携
し
、
地

域
材
の
利
用
促
進
、
さ
ら
に
は
先
進
的
な
技

術
の
導
入
や
作
業
の
軽
労
化
な
ど
、
ス
マ
ー

ト
林
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
、
森
林

資
源
の
循
環
利
用
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
水
産
業
）

　
漁
業
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
補
助
事
業
を
継

続
す
る
ほ
か
、
サ
ー
モ
ン
養
殖
事
業
を
進
め

る
と
と
も
に
、
事
業
化
に
向
け
た
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
現
在
、
北
海
道
、
漁
協

と
連
携
し
た
二
期
目
の
サ
ク
ラ
マ
ス
養
殖
実

証
実
験
事
業
、
及
び
民
間
企
業
、
漁
協
と
連

携
し
た
サ
ー
モ
ン
養
殖
事
業
に
関
し
て
は
、

順
調
に
生
育
し
て
お
り
6
月
に
水
揚
げ
の
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
商
業
・
工
業
）

　
様
々
な
影
響
に
よ
る
経
済
の
底
冷
え
に
対

す
る
対
策
に
つ
い
て
は
、
木
古
内
エ
ー
ル
商

品
券
や
各
種
支
援
金
事
業
な
ど
、
今
後
も
適

宜
状
況
を
判
断
し
政
策
を
推
し
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
商
品
開
発
や
、
さ
ら
な
る
磨
き
上
げ
に
つ

い
て
も
継
続
支
援
し
、
木
古
内
商
工
会
を
通

じ
、
新
規
事
業
や
若
い
世
代
の
資
質
向
上
へ

の
活
動
に
対
し
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
観
光
・
広
域
観
光
）

　
ア
ウ
ト
ド
ア
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
調
査
の

結
果
を
踏
ま
え
、
新
た
な
観
光
資
源
の
具
現

化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
広
域
観
光
に
つ
い
て
は
、
交
通
ア
ク
セ
ス

の
利
便
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
連
携
す
る
９

町
の
魅
力
発
信
に
努
め
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
５
年
度
か
ら
、
商
工
観
光
施

策
の
更
な
る
推
進
と
業
務
の
円
滑
化
の
た
め
、

「
商
工
観
光
創
生
室
」
を
設
け
、「
道
南
を
未

来
へ
つ
な
ぐ
ハ
ブ
タ
ウ
ン
木
古
内
」
と
し
て

広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
企
業
誘
致
の
積
極
的
推
進
、

未
使
用
公
共
施
設
な
ど
の
効
果
的
活
用
と
と

も
に
、
新
た
な
産
業
の
創
出
、
進
出
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

は
　
じ
　
め
　
に

福
祉
・
医
療
・
保
健

産
業
・
観
光
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　（
雇
用
・
産
業
創
出
）

　
新
た
な
産
業
の
創
出
や
起
業
、
事
業
進
出

に
つ
い
て
は
、
多
方
面
か
ら
実
現
の
可
能
性

を
追
求
し
、
安
定
し
て
事
業
を
継
続
で
き
る

よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
加
え
て
、
投

資
並
び
に
常
用
雇
用
者
の
拡
大
や
、
外
国
人

技
能
実
習
生
の
受
入
れ
を
行
う
企
業
に
対
す

る
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　
新
た
に
町
の
産
業
・
イ
ベ
ン
ト
等
の
体
験

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
大
学
生
等
を

募
集
し
、
地
域
の
価
値
を
再
発
掘
す
る
と
と

も
に
、
町
の
魅
力
を
発
信
し
、
地
域
活
性
化

を
図
り
ま
す
。

（
住
環
境
）

　
町
内
に
散
見
さ
れ
る
空
家
に
つ
い
て
は
、

危
険
度
の
把
握
に
努
め
、
適
切
な
管
理
が
行

わ
れ
て
い
な
い
特
に
危
険
性
の
高
い
空
家
に

つ
い
て
は
、
代
執
行
の
措
置
を
進
め
る
な
ど
、

安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
お
い
て
は
、

木
古
内
町
地
域
脱
炭
素
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
基

づ
き
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
の
姿
勢
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
、
早
期
に
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
宣
言
」
の
表
明
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
移
住
定
住
）

　
移
住
定
住
対
策
と
し
て
、
み
ら
い
あ
る
条

例
を
施
行
し
、
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
、
リ
フ
ォ

ー
ム
、
家
賃
補
助
制
度
を
開
始
し
、
順
調
に

事
業
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　
空
き
家
利
活
用
に
お
い
て
も
、
空
き
家
バ

ン
ク
の
登
録
件
数
が
増
加
し
て
お
り
、
売
買

や
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
も
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　
今
後
は
、
地
理
的
利
便
性
と
み
ら
い
あ
る

条
例
を
両
輪
と
し
て
、
様
々
な
情
報
発
信
を

通
じ
、
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
公
共
交
通
網
）

　
北
海
道
新
幹
線
札
幌
延
伸
を
踏
ま
え
、
二

次
交
通
を
維
持
継
続
し
、
道
南
い
さ
り
び
鉄

道
、
函
館
バ
ス
、
及
び
町
内
の
ハ
イ
ヤ
ー
・

レ
ン
タ
カ
ー
会
社
な
ど
に
つ
い
て
、
利
用
者

の
安
全
確
保
と
利
便
性
を
維
持
・
向
上
す
る

た
め
、
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
上
・
下
水
道
）

　
老
朽
管
の
更
新
工
事
を
引
き
続
き
行
い
、

水
道
水
の
安
定
供
給
を
継
続
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
、
水
道
料
基
本
料
金
に

つ
い
て
、
今
後
５
年
間
の
軽
減
措
置
を
行
い

負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
汚
水
管
渠
新

設
工
事
を
進
め
、
処
理
場
に
お
い
て
も
、
各

種
機
械
等
の
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

（
環
境
美
化
）

　
ご
み
の
不
法
投
棄
な
ど
を
防
止
す
る
た
め
、

効
果
的
な
看
板
設
置
を
進
め
る
と
と
も
に
、

団
体
や
地
域
の
清
掃
活
動
を
支
援
し
、
環
境

美
化
の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
木
古
内
警
察
署
と
協
力
し
パ
ト

ロ
ー
ル
の
実
施
や
、
監
視
カ
メ
ラ
を
活
用
し

た
監
視
体
制
を
徹
底
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
消
防
と
救
急
）

　
令
和
５
年
度
に
は
災
害
対
応
用
ド
ロ
ー
ン

を
導
入
し
防
災
力
を
強
化
す
る
ほ
か
、
救
急

救
命
士
の
配
置
と
資
機
材
の
整
備
を
進
め
、

町
民
の
生
命
に
関
わ
る
救
急
体
制
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
防
災
）

　
新
し
い
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
全
戸
配
布
し
、

Ｃ
Ｇ
動
画
も
交
え
て
、
地
域
ご
と
に
説
明
会

を
行
い
ま
し
た
。

　
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は「
公
助
」

だ
け
で
は
な
く
、
地
域
住
民
の
「
共
助
の
力
」

と
「
自
助
の
力
」
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
町
民

の
防
災
意
識
向
上
を
促
す
と
と
も
に
、
各
地

域
で
の
自
主
防
災
組
織
結
成
に
向
け
て
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
交
通
安
全
・
防
犯
）

　
交
通
安
全
指
導
車
に
よ
る
巡
回
啓
発
や
、

町
内
会
、
経
済
団
体
、
町
内
事
業
所
等
に
よ

る
街
頭
啓
発
な
ど
、
町
民
が
一
丸
と
な
っ
た

交
通
死
亡
事
故
防
止
の
運
動
を
推
進
い
た
し

ま
す
。

　
防
犯
意
識
向
上
と
防
犯
体
制
強
化
に
努
め

る
と
と
も
に
、
特
殊
詐
欺
に
関
し
て
は
、
新

た
に
特
殊
詐
欺
等
防
止
対
策
機
器
導
入
補
助

事
業
を
実
施
し
、
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

（
D
X
推
進
）

　
庁
内
横
断
的
な
組
織
体
制
の
も
と
、
急
速

に
進
化
す
る
情
報
化
社
会
に
お
い
て
、
町
民

の
生
活
を
豊
か
に
す
る
様
々
な
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
活
用
・
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
保
障
の
公
平
性
の
実
現
や
行

政
の
利
便
性
の
向
上
の
た
め
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
と
利
活
用
の
拡
大
を
図

り
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
行
財
政
運
営
）

　
人
事
評
価
制
度
の
活
用
や
能
力
開
発
な
ど

を
推
進
し
、
信
頼
さ
れ
る
明
る
い
役
場
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

　
安
定
し
た
財
政
運
営
を
継
続
す
る
た
め
、

徹
底
し
た
経
費
節
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、

町
税
・
地
方
交
付
税
に
続
く
新
た
な
財
源
を

創
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
新
た
に
、
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
を
開
始
し
寄
附
の
申
出
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
商
品
群
の
磨
き
上

げ
と
、
全
国
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
を
強
化
し
寄
附

者
の
増
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
住
民
参
加
・
協
働
）

　
重
要
施
策
や
発
展
計
画
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
は
、
広
く

意
見
を
求
め
反
映
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、
公
園
や
公
共

施
設
の
管
理
な
ど
、
地
域
住
民
と
行
政
が
お

互
い
に
役
割
分
担
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
広
報
・
広
聴
）

　
広
報
紙
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、防
災
行
政
無
線

に
加
え
、
令
和
４
年
度
か
ら
開
始
し
た
テ
レ

ビ
の
ｄ
ボ
タ
ン
活
用
な
ど
に
よ
り
、
迅
速
か

つ
的
確
な
情
報
提
供
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
町
長
室
」「
お
出
か
け
町
長
室
」

に
出
さ
れ
た
課
題
や
要
望
に
は
、
速
や
か
に

対
策
を
検
討
し
、
町
内
会
と
情
報
共
有
す
る

な
ど
、
よ
り
実
効
性
の
高
い
取
組
に
な
る
よ

う
、
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
広
域
行
政
・
交
流
）　

　
「
南
北
海
道
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
」
に

つ
い
て
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
、
地
域

公
共
交
通
へ
の
支
援
、
広
域
医
療
体
制
、
広

域
観
光
、
基
幹
道
路
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
な
ど
、
引
き
続
き
連
携
し
各
事
業
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
「
山
形
県
鶴
岡

市
」
と
引
き
続
き
交
流
の
絆
を
深
め
る
と
と

も
に
、
友
好
都
市
の
「
東
京
都
江
戸
川
区
」、

令
和
４
年
度
か
ら
交
流
を
開
始
し
た
「
神
奈

川
県
横
須
賀
市
」、
そ
し
て
、
北
海
道
新
幹
線

の
隣
接
駅
が
あ
る
「
青
森
県
今
別
町
」
を
は

じ
め
と
す
る
青
森
県
内
の
各
市
町
村
と
の
交

流
事
業
を
継
続
し
、
住
民
交
流
を
含
め
た

様
々
な
事
業
展
開
へ
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
町
の
未
来
の
た
め
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
可

能
性
を
模
索
し
、
今
こ
そ
木
古
内
の
力
を
一

つ
に
結
集
し
、
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
政
策
の

実
現
に
向
け
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
町
政
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
こ
れ
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
す
べ
て
は

町
民
の
皆
様
の
た
め
に
」

生
活
環
境
・
移
住
定
住
・
交
通
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充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
６
）
「
体
力
の
向
上
と
望
ま
し
い
生
活
習

慣
の
確
立
」

　
生
涯
に
わ
た
っ
て
心
身
と
も
に
健
や
か
に

生
き
る
基
盤
づ
く
り
の
た
め
、
小
・
中
学
校

に
お
い
て
は
「
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運

動
習
慣
等
調
査
」
の
結
果
に
基
づ
き
、
発
達

段
階
に
応
じ
た
体
力
の
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

（
７
）
食
を
育
む
学
校
給
食

　
社
会
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
朝
食
の
欠
食

や
不
規
則
な
食
事
な
ど
、
食
生
活
の
乱
れ
が

健
康
に
様
々
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
指
摘

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
食
に
関
す

る
理
解
の
促
進
や
食
習
慣
の
形
成
の
た
め
の

食
育
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
そ
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
８
）
最
適
な
教
育
環
境
の
整
備

　
引
き
続
き
、
老
朽
化
し
た
校
舎
、
体
育
館

を
計
画
的
に
維
持
改
修
す
る
な
ど
、
安
全
で

良
好
な
学
習
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
防
災
教
育
の
充
実
や
防
犯
対
策
等

の
強
化
な
ど
校
内
の
安
全
対
策
は
も
と
よ
り
、

地
域
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
通
学
路
等
の

安
全
確
保
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
自
然
災

害
や
感
染
症
の
発
生
時
に
は
、
子
ど
も
の
安

全
を
最
優
先
に
対
応
し
ま
す
。

（
９
）
教
職
員
の
働
き
方
改
革

　
新
学
習
指
導
要
領
の
着
実
な
実
施
、
様
々

な
学
校
課
題
へ
の
対
応
、
そ
し
て
「
令
和
の

日
本
型
学
校
教
育
」
の
実
現
に
は
、
働
き
方

改
革
の
推
進
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た

め
、
教
職
員
が
使
用
し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
の

老
朽
化
に
伴
い
、
事
務
作
業
の
非
効
率
化
や

作
業
負
担
の
増
加
な
ど
に
よ
り
働
き
方
改
革

が
進
ま
な
い
現
状
が
あ
る
た
め
、
教
職
員
の

パ
ソ
コ
ン
を
更
新
し
、
事
務
作
業
の
負
担
軽

減
を
進
め
ま
す
。

（
１
）
学
び
の
機
会
の
提
供
と
創
造

　
地
域
の
歴
史
や
風
土
な
ど
、
地
域
の
特
性

を
い
か
し
た
講
座
や
、
生
涯
学
習
関
連
施
設

の
機
能
を
活
用
し
た
様
々
な
世
代
の
学
び
直

し
や
学
び
足
し
を
支
援
す
る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、

多
彩
で
体
系
的
な
学
習
機
会
を
継
続
し
て
提

供
し
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
機
会
の

提
供
を
進
め
る
と
と
も
に
、
町
民
に
よ
る
学

習
活
動
を
支
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

（
２
）
生
涯
学
習
関
連
施
設
の
機
能
充
実

　
中
央
公
民
館
図
書
館
の
資
料
の
充
実
や

サ
ー
ビ
ス
向
上
、
郷
土
資
料
館
の
運
営
や
活

動
の
充
実
と
向
上
、
文
化
、
芸
術
等
に
お
け

る
企
画
展
の
充
実
な
ど
、
生
涯
学
習
施
設
と

し
て
の
機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

（
３
）
青
少
年
の
健
全
な
育
成

　
現
在
、
少
子
化
、
都
市
化
、
情
報
化
の
進

展
に
伴
い
、
社
会
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変

化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
人
の

つ
な
が
り
や
支
え
あ
い
が
希
薄
と
な
り
、
地

域
で
子
ど
も
を
育
て
る
と
い
っ
た
意
識
が
薄

れ
て
い
く
こ
と
に
よ
る
地
域
の
教
育
力
の
低

下
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
地

域
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
通
し
て

地
域
と
の
交
流
や
連
携
を
深
め
、
子
ど
も
た

ち
の
ふ
る
さ
と
へ
の
理
解
や
誇
り
を
育
み
ま

す
。
　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
必
要
と
な
る

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た

体
験
会
の
開
催
な
ど
、
青
少
年
の
体
験
・
交

流
活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

（
４
）
成
人
教
育
・
高
齢
者
教
育
の
推
進

　
公
民
館
講
座
や
出
前
講
座
を
継
続
的
に
実

施
し
、
学
習
機
会
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
高
齢
者
教
育
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
リ

ロ
ナ
イ
ふ
れ
あ
い
学
園
を
実
施
し
、
シ
ニ
ア

世
代
が
生
き
が
い
や
目
標
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
、
学
ん
だ
こ
と
を
社
会
生
活
の
中
で

活
か
せ
る
よ
う
な
機
会
の
提
供
を
行
う
と
と

も
に
、
社
会
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
地
域

の
中
で
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る

知
識
や
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
学
習
機
会
や

学
習
環
境
の
充
実
、
さ
ら
に
は
、
学
習
意
欲

や
活
動
意
欲
を
高
め
ら
れ
る
「
生
涯
活
躍
」

を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
５
）
生
涯
に
わ
た
る
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
健
康
体
力
づ
く
り

へ
の
関
心
の
高
ま
り
に
伴
い
、
ス
ポ
ー
ツ
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
同

時
に
生
活
様
式
や
価
値
観
の
変
化
に
伴
い
、

子
ど
も
や
成
人
の
体
力
低
下
や
ス
ポ
ー
ツ
離

れ
が
進
ん
で
い
ま
す
。
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
は
、

生
活
習
慣
病
予
防
や
介
護
予
防
な
ど
に
有
効

な
だ
け
で
な
く
、
有
疾
患
者
や
要
介
護
者
、

障
が
い
者
に
お
い
て
も
、
適
切
に
行
う
こ
と

で
病
状
の
悪
化
予
防
や
改
善
、
生
活
の
質
の

維
持
・
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

（
６
）
芸
術
文
化
活
動
の
振
興
と
文
化
財
の

保
護
　
芸
術
文
化
の
振
興
は
、
地
域
社
会
に
豊
か

さ
と
潤
い
を
も
た
ら
し
、
創
造
性
あ
る
地
域

の
基
盤
と
な
り
ま
す
。
文
化
活
動
を
通
じ
て
、

創
造
性
を
培
い
、
豊
か
な
心
が
育
ま
れ
る
よ

う
優
れ
た
芸
術
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
機
会
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
財
の
保
護
と
活
用
に
つ
い
て

は
、
郷
土
資
料
館
に
お
け
る
講
座
や
展
示
の

充
実
を
は
じ
め
、
学
校
へ
の
出
前
事
業
や
郷

土
資
料
館
だ
よ
り
等
を
通
し
て
、
町
民
に
学

習
教
材
や
資
料
を
提
供
し
、
文
化
財
保
護
の

意
識
啓
発
や
郷
土
愛
の
高
揚
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

（
７
）
社
会
教
育
施
設
の
整
備
・
充
実

　
社
会
教
育
施
設
等
に
つ
い
て
は
、
町
民
が

安
全
で
安
心
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
き
め
細

か
な
施
設
の
点
検
や
補
修
を
行
い
、
適
切
な

維
持
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
各
種
計
画

に
基
づ
き
、
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
行
政
に
よ
る
連
携

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
深
め
な
が
ら
、
木
古
内

町
の
持
つ
豊
か
な
資
源
を
学
校
教
育
・
社
会

教
育
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
効
果
的
に
活
用
し
、

学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
、
わ
か
る
こ
と
の
う
れ

し
さ
を
実
感
で
き
る
教
育
の
実
現
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
生
涯
を
通
じ
て
主
体
的
に
学
び

続
け
る
意
欲
を
育
み
、
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
教
育
の
発
展

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

２
．
生
涯
学
習
の
推
進
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「まちづくり」は、「人づくり」

　
教
育
と
は
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、

将
来
人
間
と
し
て
こ
う
な
っ
て
ほ
し
い
、
こ

う
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
ほ
し
い
、
こ
う
い

う
大
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
、
私
た
ち

大
人
に
意
図
的
な
目
標
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
社
会
の
変
化
が
激
し
い
中
、
新
た
な
時
代

を
町
民
一
人
一
人
が
イ
キ
イ
キ
と
暮
ら
し
、

豊
か
な
人
生
を
送
り
、
活
気
溢
れ
る
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
、
社
会
の
変
化
に
適
切
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
子
ど
も
や
若
者
が
社
会
に

参
画
す
る
機
会
も
設
け
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
世
代
の
人
た
ち
が
と
も
に
学
び
合
い
、
多

様
性
を
受
け
入
れ
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
解

決
に
向
け
て
共
創
し
、
豊
か
な
人
間
性
、
健

や
か
な
体
を
備
え
た
、
主
体
的
に
考
え
行
動

で
き
る
人
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
そ
し
て
、
町
民
一
体
と
な
っ
て
、
今
の
子

ど
も
た
ち
が
社
会
に
出
る
　
年
、　
年
先
の

10

20

地
域
の
未
来
を
見
据
え
、
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
人
材
育
成
を
行
い
な
が
ら
、
町
の

教
育
力
向
上
を
高
め
る
教
育
活
動
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
加
え
て
、
歴
史
的
文
化
遺

産
の
適
切
な
保
存
・
活
用
に
努
め
る
と
と
も

に
、
多
様
化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

伝
統
文
化
の
継
承
や
後
継
者
育
成
へ
の
支
援
、

文
化
芸
術
の
鑑
賞
機
会
の
提
供
な
ど
、
文
化

に
触
れ
合
う
機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

（
１
）
自
ら
学
び
に
向
か
う
力
を
育
む
教
育

の
推
進

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
積
極
的
に
活
用
し
て「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
探
究
型
学
習
を
取

り
入
れ
授
業
改
善
を
進
め
る
と
と
も
に
、
学

校
教
育
全
体
を
通
じ
て
子
ど
も
の
意
欲
・
関

心
を
高
め
、
主
体
的
に
社
会
の
課
題
を
解
決

す
る
こ
と
の
で
き
る
人
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。
　
ま
た
、
探
究
型
の
学
び
を
充
実
さ
せ
る
と

と
も
に
、
義
務
教
育
９
年
間
を
通
じ
た
年
間

指
導
計
画
の
充
実
・
改
善
に
努
め
、
学
力
向

上
と
児
童
生
徒
指
導
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

教
職
員
に
つ
い
て
は
、
校
内
研
修
や
派
遣
研

修
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し
、
教
職
員
の
指

導
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

（
２
）
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
の
向
上
と
国
際
理
解

教
育
の
推
進

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
っ
て
公
立

の
小
学
校
と
中
学
校
に
整
備
さ
れ
た
「
１
人

１
台
端
末
」。
そ
の
活
用
が
始
ま
っ
て
２
年

が
経
過
し
ま
し
た
が
、
現
在
、
国
内
に
お
い

て
、
子
ど
も
た
ち
が
育
つ
環
境
や
学
校
・
自

治
体
に
よ
っ
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
頻
度
や
教

師
や
子
ど
も
た
ち
の
ス
キ
ル
格
差
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
各
学
校
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

支
援
員
を
配
置
し
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
推
進
担
当
教
諭
を
中
心
に
研
修
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

（
３
）
学
校
教
育
と
福
祉
の
連
携
の
推
進

　
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
課
題
や
ニ
ー
ズ

が
複
雑
化
・
多
様
化
す
る
中
、
特
に
困
難
を

抱
え
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
の
機
会
確
保

及
び
支
援
に
つ
い
て
は
、
特
別
支
援
教
育

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
校
内
研
修
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど

も
た
ち
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
し
、

学
校
は
も
と
よ
り
、
社
会
全
体
で
、
正
し
い

知
識
の
普
及
･
啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
か
ら
の
円
滑
な
就

学
、
そ
の
後
の
進
学
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が

新
た
な
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
進
む
際
に
、
学

校
と
関
係
機
関
が
よ
り
正
確
な
情
報
を
共
有

で
き
る
よ
う
な
、
さ
ら
な
る
支
援
体
制
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
子
ど
も
の
将
来
が
家
庭
の
環
境

で
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
世
代
を
超
え
て

連
鎖
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
学
習
機
会
の

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）「
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
」

　
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
社
会
的
・
職

業
的
自
立
に
向
け
て
必
要
な
基
盤
と
な
る
資

質
・
能
力
を
身
に
付
け
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
と
連
携
を
図

り
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
素
晴
ら
し
い
自
然
や
資
源

を
活
用
し
た
自
然
体
験
の
機
会
や
、
町
内
の

一
次
産
業
と
連
携
し
た
農
漁
業
体
験
な
ど
、

就
業
体
験
な
ど
の
体
験
学
習
を
充
実
す
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
の
社
会
参
画
意
識
を
促
し
、

個
性
や
能
力
を
伸
ば
し
て
自
分
ら
し
い
生
き

方
を
実
現
し
、
将
来
活
躍
で
き
る
よ
う
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

（
５
）
「
生
命
の
尊
さ
と
思
い
や
り
の
心
の

育
成
」

　
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
よ
く
生
き
る
こ
と
が

で
き
る
基
礎
と
な
る
、
道
徳
性
を
育
む
道
徳

教
育
の
充
実
を
図
る
べ
く
、
情
報
モ
ラ
ル
教

育
や
学
校
教
育
活
動
全
体
を
通
し
て
道
徳
的

実
践
力
を
高
め
る
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、「
第
２
次
木
古
内
町
子
ど
も
読
書

活
動
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
学
校
図
書
館

の
蔵
書
充
実
は
も
と
よ
り
中
央
公
民
館
図
書

館
図
書
室
と
の
連
携
を
図
り
、
読
書
環
境
の

１
．
学
校
教
育
の
推
進
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充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
６
）
「
体
力
の
向
上
と
望
ま
し
い
生
活
習

慣
の
確
立
」

　
生
涯
に
わ
た
っ
て
心
身
と
も
に
健
や
か
に

生
き
る
基
盤
づ
く
り
の
た
め
、
小
・
中
学
校

に
お
い
て
は
「
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運

動
習
慣
等
調
査
」
の
結
果
に
基
づ
き
、
発
達

段
階
に
応
じ
た
体
力
の
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

（
７
）
食
を
育
む
学
校
給
食

　
社
会
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
朝
食
の
欠
食

や
不
規
則
な
食
事
な
ど
、
食
生
活
の
乱
れ
が

健
康
に
様
々
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
指
摘

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
食
に
関
す

る
理
解
の
促
進
や
食
習
慣
の
形
成
の
た
め
の

食
育
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
そ
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
８
）
最
適
な
教
育
環
境
の
整
備

　
引
き
続
き
、
老
朽
化
し
た
校
舎
、
体
育
館

を
計
画
的
に
維
持
改
修
す
る
な
ど
、
安
全
で

良
好
な
学
習
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
防
災
教
育
の
充
実
や
防
犯
対
策
等

の
強
化
な
ど
校
内
の
安
全
対
策
は
も
と
よ
り
、

地
域
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
通
学
路
等
の

安
全
確
保
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
自
然
災

害
や
感
染
症
の
発
生
時
に
は
、
子
ど
も
の
安

全
を
最
優
先
に
対
応
し
ま
す
。

（
９
）
教
職
員
の
働
き
方
改
革

　
新
学
習
指
導
要
領
の
着
実
な
実
施
、
様
々

な
学
校
課
題
へ
の
対
応
、
そ
し
て
「
令
和
の

日
本
型
学
校
教
育
」
の
実
現
に
は
、
働
き
方

改
革
の
推
進
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た

め
、
教
職
員
が
使
用
し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
の

老
朽
化
に
伴
い
、
事
務
作
業
の
非
効
率
化
や

作
業
負
担
の
増
加
な
ど
に
よ
り
働
き
方
改
革

が
進
ま
な
い
現
状
が
あ
る
た
め
、
教
職
員
の

パ
ソ
コ
ン
を
更
新
し
、
事
務
作
業
の
負
担
軽

減
を
進
め
ま
す
。

（
１
）
学
び
の
機
会
の
提
供
と
創
造

　
地
域
の
歴
史
や
風
土
な
ど
、
地
域
の
特
性

を
い
か
し
た
講
座
や
、
生
涯
学
習
関
連
施
設

の
機
能
を
活
用
し
た
様
々
な
世
代
の
学
び
直

し
や
学
び
足
し
を
支
援
す
る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、

多
彩
で
体
系
的
な
学
習
機
会
を
継
続
し
て
提

供
し
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
機
会
の

提
供
を
進
め
る
と
と
も
に
、
町
民
に
よ
る
学

習
活
動
を
支
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

（
２
）
生
涯
学
習
関
連
施
設
の
機
能
充
実

　
中
央
公
民
館
図
書
館
の
資
料
の
充
実
や

サ
ー
ビ
ス
向
上
、
郷
土
資
料
館
の
運
営
や
活

動
の
充
実
と
向
上
、
文
化
、
芸
術
等
に
お
け

る
企
画
展
の
充
実
な
ど
、
生
涯
学
習
施
設
と

し
て
の
機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

（
３
）
青
少
年
の
健
全
な
育
成

　
現
在
、
少
子
化
、
都
市
化
、
情
報
化
の
進

展
に
伴
い
、
社
会
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変

化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
人
の

つ
な
が
り
や
支
え
あ
い
が
希
薄
と
な
り
、
地

域
で
子
ど
も
を
育
て
る
と
い
っ
た
意
識
が
薄

れ
て
い
く
こ
と
に
よ
る
地
域
の
教
育
力
の
低

下
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
地

域
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
通
し
て

地
域
と
の
交
流
や
連
携
を
深
め
、
子
ど
も
た

ち
の
ふ
る
さ
と
へ
の
理
解
や
誇
り
を
育
み
ま

す
。
　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
必
要
と
な
る

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た

体
験
会
の
開
催
な
ど
、
青
少
年
の
体
験
・
交

流
活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

（
４
）
成
人
教
育
・
高
齢
者
教
育
の
推
進

　
公
民
館
講
座
や
出
前
講
座
を
継
続
的
に
実

施
し
、
学
習
機
会
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
高
齢
者
教
育
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
リ

ロ
ナ
イ
ふ
れ
あ
い
学
園
を
実
施
し
、
シ
ニ
ア

世
代
が
生
き
が
い
や
目
標
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
、
学
ん
だ
こ
と
を
社
会
生
活
の
中
で

活
か
せ
る
よ
う
な
機
会
の
提
供
を
行
う
と
と

も
に
、
社
会
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
地
域

の
中
で
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る

知
識
や
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
学
習
機
会
や

学
習
環
境
の
充
実
、
さ
ら
に
は
、
学
習
意
欲

や
活
動
意
欲
を
高
め
ら
れ
る
「
生
涯
活
躍
」

を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
５
）
生
涯
に
わ
た
る
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
健
康
体
力
づ
く
り

へ
の
関
心
の
高
ま
り
に
伴
い
、
ス
ポ
ー
ツ
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
同

時
に
生
活
様
式
や
価
値
観
の
変
化
に
伴
い
、

子
ど
も
や
成
人
の
体
力
低
下
や
ス
ポ
ー
ツ
離

れ
が
進
ん
で
い
ま
す
。
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
は
、

生
活
習
慣
病
予
防
や
介
護
予
防
な
ど
に
有
効

な
だ
け
で
な
く
、
有
疾
患
者
や
要
介
護
者
、

障
が
い
者
に
お
い
て
も
、
適
切
に
行
う
こ
と

で
病
状
の
悪
化
予
防
や
改
善
、
生
活
の
質
の

維
持
・
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

（
６
）
芸
術
文
化
活
動
の
振
興
と
文
化
財
の

保
護
　
芸
術
文
化
の
振
興
は
、
地
域
社
会
に
豊
か

さ
と
潤
い
を
も
た
ら
し
、
創
造
性
あ
る
地
域

の
基
盤
と
な
り
ま
す
。
文
化
活
動
を
通
じ
て
、

創
造
性
を
培
い
、
豊
か
な
心
が
育
ま
れ
る
よ

う
優
れ
た
芸
術
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
機
会
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
財
の
保
護
と
活
用
に
つ
い
て

は
、
郷
土
資
料
館
に
お
け
る
講
座
や
展
示
の

充
実
を
は
じ
め
、
学
校
へ
の
出
前
事
業
や
郷

土
資
料
館
だ
よ
り
等
を
通
し
て
、
町
民
に
学

習
教
材
や
資
料
を
提
供
し
、
文
化
財
保
護
の

意
識
啓
発
や
郷
土
愛
の
高
揚
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

（
７
）
社
会
教
育
施
設
の
整
備
・
充
実

　
社
会
教
育
施
設
等
に
つ
い
て
は
、
町
民
が

安
全
で
安
心
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
き
め
細

か
な
施
設
の
点
検
や
補
修
を
行
い
、
適
切
な

維
持
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
各
種
計
画

に
基
づ
き
、
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
行
政
に
よ
る
連
携

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
深
め
な
が
ら
、
木
古
内

町
の
持
つ
豊
か
な
資
源
を
学
校
教
育
・
社
会

教
育
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
効
果
的
に
活
用
し
、

学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
、
わ
か
る
こ
と
の
う
れ

し
さ
を
実
感
で
き
る
教
育
の
実
現
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
生
涯
を
通
じ
て
主
体
的
に
学
び

続
け
る
意
欲
を
育
み
、
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
教
育
の
発
展

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

２
．
生
涯
学
習
の
推
進
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令和５年度予算
■福祉・医療・保健
　出生お祝い事業 ２２４万円
　町内の出生児に対しお祝い品を贈呈します。また、第３子以
　降の出生児に対し、加算してお祝い品を贈呈します。
　乳幼児医療給付事業（１８歳まで） ７２７万円
　１８歳までの方を対象に医療費を無償化します。
　高齢者見守りサービス事業 ３９万円
　主に７０歳以上のひとり暮らし世帯を対象に、見守り機器を貸
与します。

　高齢者等福祉サービス利用券交付事業 ７６８万円
　主に７０歳以上の高齢者を対象に、町内の入浴施設「ビュウ温
泉のとや」の無料入浴券又は北光ハイヤー利用券（500円相当）
　として使用できる利用券を対象全世帯へ郵送配布します。
　補聴器購入助成事業 ３０万円
　聴力機能の低下がある高齢者に対し、補聴器購入に要する費
　用の一部を助成します。
　高齢者世帯等除雪サービス事業 ５１６万円
　高齢者世帯等が自宅の屋根の雪下ろし及び落雪の排雪、家屋
　周辺の除排雪を町内事業者又は高齢者事業団に依頼したとき
　にかかる経費の一部を助成します。
　介護職員研修費補助事業 ８３万円
　介護職員の人材確保及び資質の向上を図るため、「介護職員
初任者研修」及び「介護福祉士実務者研修」の受講者に対し、

　研修受講料の一部を助成します。

■教育・文化
　小中学校入学お祝い事業 ２０６万円
　木古内小・中学校の新入学生に対し、お祝い品を贈呈します。
　他自治体所在高等学校通学補助金 １１４万円
　知内高等学校及び北海道福島商業高等学校に通学する町内在
　住の生徒の保護者に交通手段の確保と定額定期券の購入費用
の一部を助成します。

　ＩＣＴ教育支援事業 ２２４万円
　小・中学校で実施している情報通信技術を活用した授業の支
　援に加え、児童・生徒・保護者向けに情報モラル教育を行い
　ます。
　校務支援システム導入事業 １１７万円
　児童・生徒の学籍管理や成績管理などをデジタル化する校務
　支援システムを導入します。
　教師用パソコン更新事業 ７５５万円
　校務処理の効率化のため、教師用パソコンを更新します。
　中学校体育館屋根改修事業 ４，０５０万円
　老朽化した中学校体育館の屋根改修工事を実施します。
　図書システム導入事業 ２７３万円
　蔵書管理や利用者が書籍の検索等を行える図書システムを導
　入します。

■産業・観光
　農村活性化センター外壁等改修事業 ５９０万円
　老朽化した農村活性化センターの外壁・屋根塗装等工事を実
　施します。
　森林整備対策事業 ２３１万円
　森林所有者が行う下刈り・除伐・枝打ちに対し、町が経費の
　一部を助成します。また、森林認証を取得している除伐に対
　し上乗せ補助を行います。

その主な使い道
　漁業者チャレンジ応援事業 １，４５４万円
　町内漁業者の設備投資やウニ・アワビ・ナマコ等の種苗購入
　などを助成します。
　新規漁業者育成事業 ９１９万円
　地域おこし協力隊制度を活用し、新たな漁業従事者の育成を
　図ります。
　特産品認定事業 １７０万円
　町内事業者の商談会への参加や新たな特産品開発を支援し、
　特産品の認知度向上や販売促進につなげます。
　地方体験交流事業 ７５万円
　町の産業・イベント等の体験交流プログラムに参加する大学
　生等を全国から募集し、意見交換等を通じて、地域の活性化
　を図ります。
　幸連牧場看板設置事業 １４０万円
　高規格道路「木古内ＩＣ」開通により観光需要が高まってい
　ることから、幸連牧場内に町木である道南スギを活用した看
　板を設置し、高規格幹線道路を利用する観光客等へ、町のＰ
　Ｒを図ります。

■生活環境・交通
　移住・定住新生活しあわせサポート事業 １，５７０万円
　移住・定住を促進するため、空き家リフォーム事業やマイ
ホーム取得促進事業、家賃補助事業などを実施します。

　水道料金軽減事業 ５６０万円
　「ふるさと納税」を財源に、今後５年間において水道基本料金
　の軽減措置を行い、町民の負担軽減を図ります。
　特殊詐欺等被害防止対策機器導入費補助事業 ３０万円
　高齢者の特殊詐欺被害を未然に防止するため、固定電話に接
　続する通話録音装置や着信拒否装置等の機能を備えた固定電
　話の導入に要する費用の一部を助成します。
　道南いさりび鉄道通学利用者助成事業 ２５４万円
　道南いさりび鉄道を利用して高校や大学等へ通学する生徒の
　保護者に対し、通学定期券の３割相当額を助成します。　
　災害対応ドローン整備事業（消防） ４３４万円
　山岳・海難捜索や災害の被害状況の把握等、防災力の強化を
　図るため災害対応ドローンを導入します。
　除排雪事業 ８，１５７万円
　冬期間に行う町道等の除排雪の費用です。

■行財政・住民参加
　議会モニター実施事業 ６４万円
　議会の運営等に関し、町民からの要望、提言その他の意見を
広く聴取し、円滑で民主的な議会運営を推進します。

　デジタル人材活用事業 ８２４万円
　急速に進化する情報化社会に対応するため、デジタル分野に
長けた人材を確保し、より実効性のあるデジタル技術の活用
や取組みを推進します。

　第７次木古内町振興計画策定事業 ５５０万円
　令和５年度で満了となる第６次振興計画の検証や町が抱える
課題等の分析を行い、まちづくりの具体的な指針となる第７
次振興計画を策定します。

各特別会計・事業会計予算

※予算額はすべて歳出額

予算額会計名

６億１，０５８万円国民健康保険特別会計

１億７，３４６万円後期高齢者医療特別会計

７億４，４７９万円介護保険事業特別会計

２７１万円介護サービス事業特別会計

４億２，２９４万円下水道事業特別会計

４，４７５万円介護老人保健施設事業清算特別会計

予算額会計名

１５億７，８７０万円国民健康保険病院事業会計（収益）

４億２，２５２万円国民健康保険病院事業会計（資本）

５億５，８０９万円高齢者介護サービス事業会計（収益）

５，２２２万円高齢者介護サービス事業会計（資本）

１億５，４８８万円簡易水道事業会計（収益）

１億５，２３９万円簡易水道事業会計（資本）

４９億１，８０３万円合　　　計
決 潔激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激決 潔激激激激激激激激激激激激激激激

令和５年度　木古内町当初予算の概要
一般会計は40億4, 496万円

　令和５年度当初予算編成は、産業会館設備改修事業や中小企業・小規模企業経営改善等支援事
業補助金等の大型事業の終了により、一般会計が３年ぶりの減額となる40億4, 496万円（前年比△
5. 4％）で２億3, 163万円の減額、各事業会計・特別会計の合計は49億1, 803万円（前年比+5. 6％）
で２億5, 945万円の増額となっています。

歳入
財源不足を補う財政調整
基金繰入金が増額

　
歳
入
予
算
は
、
地
方
交
付
税
に
お
い
て
、
前
年
度
の
交
付

実
績
等
を
基
に
増
収
を
見
込
み
、
前
年
度
よ
り
6
，
5
0
0

万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
基
金
繰
入
金
の
総
額
は
、

前
年
度
か
ら
8
0
9
万
円
増
額
の
3
億
5
，
1
2
9
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
、
資
金
不
足
を
補
う
た
め
の

財
政
調
整
基
金
（
貯
金
）
の
取
り
崩
し
は
、
原
油
価
格
・
物

価
高
騰
の
影
響
に
伴
い
、
各
施
設
電
気
料
や
燃
料
費
が
増
額

し
た
ほ
か
、
除
雪
費
や
設
備
機
器
等
の
保
守
委
託
な
ど
の
業

務
委
託
に
か
か
る
経
常
経
費
の
増
額
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度

よ
り
1
，
3
1
8
万
円
多
い
2
億
1
，
1
3
2
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
債
（
町
の
借
金
）
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
よ
り

1
億
4
，
6
2
0
万
円
少
な
い
1
億
7
，
9
2
0
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

商工費
労働費
その他

一般会計
歳出

歳出
デジタル関連事業、
水道料金軽減事業を予算計上

　
歳
出
予
算
は
、
急
速
に
進
化
す
る
情
報
化
社
会
へ
の
対
応

及
び
業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
関
連
事
業
を

新
規
で
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
総
務
費
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
等
を
推
進
す
る
た
め
、

デ
ジ
タ
ル
人
材
活
用
事
業
な
ど
を
新
た
に
計
上
し
て
い
ま
す

が
、
産
業
会
館
設
備
改
修
工
事
の
減
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度

よ
り
1
億
7
，
6
2
7
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
衛
生
費
は
、
町
民
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
水
道
基
本

料
金
軽
減
事
業
を
新
た
に
計
上
す
る
な
ど
、
前
年
度
か
ら
5
，

4
8
1
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
教
育
費
は
、
老
朽
化
し
た
中
学
校
体
育
館
屋
根
改
修
工
事

費
や
小
・
中
学
校
の
校
務
処
理
の
効
率
化
を
図
る
た
め
の
校

務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
及
び
教
師
用
パ
ソ
コ
ン
の
更
新
費

用
な
ど
新
た
に
計
上
し
、
前
年
度
よ
り
4
，
7
0
4
万
円
の

増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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令和５年度予算
■福祉・医療・保健
　出生お祝い事業 ２２４万円
　町内の出生児に対しお祝い品を贈呈します。また、第３子以
　降の出生児に対し、加算してお祝い品を贈呈します。
　乳幼児医療給付事業（１８歳まで） ７２７万円
　１８歳までの方を対象に医療費を無償化します。
　高齢者見守りサービス事業 ３９万円
　主に７０歳以上のひとり暮らし世帯を対象に、見守り機器を貸
与します。

　高齢者等福祉サービス利用券交付事業 ７６８万円
　主に７０歳以上の高齢者を対象に、町内の入浴施設「ビュウ温
泉のとや」の無料入浴券又は北光ハイヤー利用券（500円相当）

　として使用できる利用券を対象全世帯へ郵送配布します。
　補聴器購入助成事業 ３０万円
　聴力機能の低下がある高齢者に対し、補聴器購入に要する費
　用の一部を助成します。
　高齢者世帯等除雪サービス事業 ５１６万円
　高齢者世帯等が自宅の屋根の雪下ろし及び落雪の排雪、家屋
　周辺の除排雪を町内事業者又は高齢者事業団に依頼したとき
　にかかる経費の一部を助成します。
　介護職員研修費補助事業 ８３万円
　介護職員の人材確保及び資質の向上を図るため、「介護職員
初任者研修」及び「介護福祉士実務者研修」の受講者に対し、
　研修受講料の一部を助成します。

■教育・文化
　小中学校入学お祝い事業 ２０６万円
　木古内小・中学校の新入学生に対し、お祝い品を贈呈します。
　他自治体所在高等学校通学補助金 １１４万円
　知内高等学校及び北海道福島商業高等学校に通学する町内在
　住の生徒の保護者に交通手段の確保と定額定期券の購入費用
の一部を助成します。
　ＩＣＴ教育支援事業 ２２４万円
　小・中学校で実施している情報通信技術を活用した授業の支
　援に加え、児童・生徒・保護者向けに情報モラル教育を行い
　ます。
　校務支援システム導入事業 １１７万円
　児童・生徒の学籍管理や成績管理などをデジタル化する校務
　支援システムを導入します。
　教師用パソコン更新事業 ７５５万円
　校務処理の効率化のため、教師用パソコンを更新します。
　中学校体育館屋根改修事業 ４，０５０万円
　老朽化した中学校体育館の屋根改修工事を実施します。
　図書システム導入事業 ２７３万円
　蔵書管理や利用者が書籍の検索等を行える図書システムを導
　入します。

■産業・観光
　農村活性化センター外壁等改修事業 ５９０万円
　老朽化した農村活性化センターの外壁・屋根塗装等工事を実
　施します。
　森林整備対策事業 ２３１万円
　森林所有者が行う下刈り・除伐・枝打ちに対し、町が経費の
　一部を助成します。また、森林認証を取得している除伐に対
　し上乗せ補助を行います。

その主な使い道
　漁業者チャレンジ応援事業 １，４５４万円
　町内漁業者の設備投資やウニ・アワビ・ナマコ等の種苗購入
　などを助成します。
　新規漁業者育成事業 ９１９万円
　地域おこし協力隊制度を活用し、新たな漁業従事者の育成を
　図ります。
　特産品認定事業 １７０万円
　町内事業者の商談会への参加や新たな特産品開発を支援し、
　特産品の認知度向上や販売促進につなげます。
　地方体験交流事業 ７５万円
　町の産業・イベント等の体験交流プログラムに参加する大学
　生等を全国から募集し、意見交換等を通じて、地域の活性化
　を図ります。
　幸連牧場看板設置事業 １４０万円
　高規格道路「木古内ＩＣ」開通により観光需要が高まってい
　ることから、幸連牧場内に町木である道南スギを活用した看
　板を設置し、高規格幹線道路を利用する観光客等へ、町のＰ
　Ｒを図ります。

■生活環境・交通
　移住・定住新生活しあわせサポート事業 １，５７０万円
　移住・定住を促進するため、空き家リフォーム事業やマイ
ホーム取得促進事業、家賃補助事業などを実施します。

　水道料金軽減事業 ５６０万円
　「ふるさと納税」を財源に、今後５年間において水道基本料金
　の軽減措置を行い、町民の負担軽減を図ります。
　特殊詐欺等被害防止対策機器導入費補助事業 ３０万円
　高齢者の特殊詐欺被害を未然に防止するため、固定電話に接
　続する通話録音装置や着信拒否装置等の機能を備えた固定電
　話の導入に要する費用の一部を助成します。
　道南いさりび鉄道通学利用者助成事業 ２５４万円
　道南いさりび鉄道を利用して高校や大学等へ通学する生徒の
　保護者に対し、通学定期券の３割相当額を助成します。　
　災害対応ドローン整備事業（消防） ４３４万円
　山岳・海難捜索や災害の被害状況の把握等、防災力の強化を
　図るため災害対応ドローンを導入します。
　除排雪事業 ８，１５７万円
　冬期間に行う町道等の除排雪の費用です。

■行財政・住民参加
　議会モニター実施事業 ６４万円
　議会の運営等に関し、町民からの要望、提言その他の意見を
広く聴取し、円滑で民主的な議会運営を推進します。

　デジタル人材活用事業 ８２４万円
　急速に進化する情報化社会に対応するため、デジタル分野に
長けた人材を確保し、より実効性のあるデジタル技術の活用
や取組みを推進します。

　第７次木古内町振興計画策定事業 ５５０万円
　令和５年度で満了となる第６次振興計画の検証や町が抱える
課題等の分析を行い、まちづくりの具体的な指針となる第７
次振興計画を策定します。

各特別会計・事業会計予算

※予算額はすべて歳出額

予算額会計名

６億１，０５８万円国民健康保険特別会計

１億７，３４６万円後期高齢者医療特別会計

７億４，４７９万円介護保険事業特別会計

２７１万円介護サービス事業特別会計

４億２，２９４万円下水道事業特別会計

４，４７５万円介護老人保健施設事業清算特別会計

予算額会計名

１５億７，８７０万円国民健康保険病院事業会計（収益）

４億２，２５２万円国民健康保険病院事業会計（資本）

５億５，８０９万円高齢者介護サービス事業会計（収益）

５，２２２万円高齢者介護サービス事業会計（資本）

１億５，４８８万円簡易水道事業会計（収益）

１億５，２３９万円簡易水道事業会計（資本）

４９億１，８０３万円合　　　計
決 潔激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激決 潔激激激激激激激激激激激激激激激
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主任・主事級主査級グループ課長級場所

青木　昂平
吉田　菜緒（新）

佐藤　利架
羽澤　真一
工藤　賢治

総務財政グループ幅崎　英樹総務課長

役
場
２
階

副
町
長
　
羽
沢
　
裕
一

町
長
　
鈴
木
　
慎
也

齊藤　亘
竹田　櫂（新）

中村　光希
大山　格臣

まちづくりグループ田畑　裕まちづくり未来課長

大坂　研斗
鎌田　一希

大高　徳馬産業経済グループ中山　啓産業経済課長

木本こずえ
福井　太一
廣瀬　将真

中川　輝幸商工観光創生室福井　弘生商工観光創生室長

野坂　悠登
駒木　昌平
宮川　陸
村谷　恵美

近藤　真恵子（再）

山下　恵美税務グループ阿部　亮輔
会計管理者
税務課長

役
場
１
階

秋庭　美津恵
村上　蔵人
土谷　伸樹
佐藤　美玖

敦澤　裕也
吉田　匠
佐藤　萌美
柏谷　砂也香

住民グループ畑中　正実町民課長

神力　真奈美
土門　豪
佐藤　翔

吉本　佳菜恵
加納　康平

木本　邦彦
岩本　則明
小西　暁子
石川　充

建設水道グループ構口　学建設水道課長

中村　清貴
宮下　真紀
河合　沙耶佳
佐々木　友理
福井　佐緒梨
関口　里美（再）

菅原　安那保健推進グループ

吉田　宏保健福祉課長

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

吉川　直穂美
加藤　直美
山瀬　寛子

松本　真紀（新）
中澤　園恵（再）

西村　亮
後藤　圭

介護福祉グループ

福田　伸一（再）議事グループ片桐　一路議会事務局長役場３階

加藤　崇誠農地グループ中山　啓（兼）農業委員会事務局長

佐藤　利架（兼）幅崎　英樹（兼）選挙管理委員会書記長

武部　翔太敦澤　祐子学校教育グループ

加藤　隆一
生涯学習課長

中
央
公
民
館

教
育
長
　
藤
澤
　
義
博

教
育
委
員
会

木元　豊
高畑　芽衣
太田　本気
葛西　純

平野　智晴（再）

佐藤　元昭社会教育グループ

吉田　広之（再）学校給食グループ学校給食センター長

木古内町機構図

４月１日付人事異動に伴う機構をお知らせします。
（再）…再任用職員
（新）…新採用職員

〇退職（令和５年３月３１日付）

　高村　滋子（特別養護老人ホームいさりび主任）※再任用

　中澤　園恵（保健福祉課介護福祉グループ公務補）※再任用

　吉澤　文子（町民課住民グループ主査）

〇派遣

　堺　泰幸（総務課参事）※渡島西部広域事務組合派遣

（令和５年４月１日付）
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高齢者等福祉サービス利用券の交付について　～ご自宅に郵送します～
　町では高齢者及び身体に障害がある方の保養と健康の保持及び日常生活の利便と社会参加の促進を
図るため、町内入浴施設及びハイヤー利用の際に使用できる「高齢者等福祉サービス利用券」を交付
します。
●交付方法
　４月20日頃に対象者のご自宅に郵送します。　※申請等の手続きは不要です。
●対象者
　令和６年３月31日までに70歳以上となる町民の方
　身体障害者手帳１級．２級．３級の交付を受けている方
　※施設入所中の方、入院中の方は使用できません。
●高齢者等福祉サービス利用券について
　１人あたり12枚交付します。　※温泉、ハイヤーどちらのサービスにも利用できる共通券です。
　「ビュウ温泉のとや」……１枚で１回入浴できます。
　「北光ハイヤー」…………１枚500円として必要分使用できます。（町内のみ）
　　　　　　　　　　　　　おつりはもらえませんので差額は現金でお支払い下さい。
●利用期間
　交付の日から令和６年３月31日まで
●注意事項
　他人のサービス券は使用できません。他人に譲渡もできません。
　不正があった場合は使用済みの金額を返還、利用券の返却を求めることがあります。
　利用券の再交付はできませんので大切に保管してください。
　転出、施設入所、死亡等の際は返還してください。
　令和５年４月２日以降に対象になった方（転入された方、身体障害者手帳１級～３級の交付を受け
た方）で交付を希望される方は申請が必要になりますのでご連絡ください。
　※その他　ご不明な点がございましたら下記までお問い合わせください。
　■お問い合わせ
　保健福祉課介護福祉グループ（健康管理センター）☎01392－2－2122

「認知症カフェのお知らせ」
　ミニ講話や参加者同士の交流等で、認知症の理解を深めてみませんか。申込不要です。お気軽にご
参加ください。遠方等で送迎を希望される方は事前にご連絡ください。
■日　時　４月18日（火）13：30～15：00
■場　所　健康管理センター
■参加費　無　料
■その他　偶数月の開催です。次回以降の実施日は広報でお知らせします。
　　　　　認知症予防に興味のある方、認知症の方、認知症の方の介護をしているご家族の方など、
　　　　　どなたでもご参加いただけます。
■お問い合わせ　
　保健福祉課介護福祉グループ（健康管理センター）　☎01392－2－2122
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主任・主事級主査級グループ課長級場所

青木　昂平
吉田　菜緒（新）

佐藤　利架
羽澤　真一
工藤　賢治

総務財政グループ幅崎　英樹総務課長

役
場
２
階

副
町
長
　
羽
沢
　
裕
一

町
長
　
鈴
木
　
慎
也

齊藤　亘
竹田　櫂（新）

中村　光希
大山　格臣

まちづくりグループ田畑　裕まちづくり未来課長

大坂　研斗
鎌田　一希

大高　徳馬産業経済グループ中山　啓産業経済課長

木本こずえ
福井　太一
廣瀬　将真

中川　輝幸商工観光創生室福井　弘生商工観光創生室長

野坂　悠登
駒木　昌平
宮川　陸
村谷　恵美

近藤　真恵子（再）

山下　恵美税務グループ阿部　亮輔
会計管理者
税務課長

役
場
１
階

秋庭　美津恵
村上　蔵人
土谷　伸樹
佐藤　美玖

敦澤　裕也
吉田　匠
佐藤　萌美
柏谷　砂也香

住民グループ畑中　正実町民課長

神力　真奈美
土門　豪
佐藤　翔
吉本　佳菜恵
加納　康平

木本　邦彦
岩本　則明
小西　暁子
石川　充

建設水道グループ構口　学建設水道課長

中村　清貴
宮下　真紀
河合　沙耶佳
佐々木　友理
福井　佐緒梨
関口　里美（再）

菅原　安那保健推進グループ

吉田　宏保健福祉課長

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

吉川　直穂美
加藤　直美
山瀬　寛子
松本　真紀（新）
中澤　園恵（再）

西村　亮
後藤　圭

介護福祉グループ

福田　伸一（再）議事グループ片桐　一路議会事務局長役場３階

加藤　崇誠農地グループ中山　啓（兼）農業委員会事務局長

佐藤　利架（兼）幅崎　英樹（兼）選挙管理委員会書記長

武部　翔太敦澤　祐子学校教育グループ

加藤　隆一
生涯学習課長

中
央
公
民
館

教
育
長
　
藤
澤
　
義
博

教
育
委
員
会

木元　豊
高畑　芽衣
太田　本気
葛西　純

平野　智晴（再）

佐藤　元昭社会教育グループ

吉田　広之（再）学校給食グループ学校給食センター長

木古内町機構図

４月１日付人事異動に伴う機構をお知らせします。
（再）…再任用職員
（新）…新採用職員

〇退職（令和５年３月３１日付）

　高村　滋子（特別養護老人ホームいさりび主任）※再任用

　中澤　園恵（保健福祉課介護福祉グループ公務補）※再任用

　吉澤　文子（町民課住民グループ主査）

〇派遣

　堺　泰幸（総務課参事）※渡島西部広域事務組合派遣

（令和５年４月１日付）



10
2023.4.1

広報きこない

４月から（新道・南本町）地区の一部で下水道が供用開始されます
下水道の早期接続にご協力をお願いします
　平成17年４月から一部の地域で供用開始した下水道は、令和５年３月末現在で800戸（供用開始区
域にある世帯の約66％）の家庭で接続し、使用いただいています。
　４月からは、さらに下図で供用開始となりますので今後もさらなる接続にご協力をお願いします。
　また、下水道を接続するための補助金や資金の融資をあっせんする制度は、供用開始区域になって
から、３年を経過すると利用できなくなりますので、早期の接続にご協力をお願いします。
　下水道に関することで不明な点がある場合は、建設水道課までお問い合わせください。

は令和５年４月から供用開始する区域

令和５年度下水道供用開始区域

町有バス使用の仮申請を受け付けています
　木古内町では町有バスの使用に関する仮申請受付を随時行っております。令和５年度の使用につい
て受付をしておりますので、以下の方法で申請を行ってください。
　なお、予約については原則先着順としていることから、希望に添えない場合があります。　
　あらかじめご了承ください。
■仮申請
　電話または来庁のうえ、お問い合わせとご予約をお願いします。
■本申請
　使用日の１週間前までに申請書類を提出してください。各種申請書類は建設水道課窓口にてお渡し
致します。または、町ホームページに掲載しております。
■申請書類
　町有バス使用承認申請書、行程表、名簿表
■申込・お問い合わせ
　建設水道課建設水道グループ
　☎01392－2－3131
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水道料基本料金の負担を軽減します！
　令和５年４月から令和９年３月までの５年間、使用量に応じて負担軽減を行います。
■基本料金を４㎥まで20％（368円）、５㎥以上を10％（184円）の負担軽減

使用水量 現行 改正 軽減額
０～４㎥ 1, 840円 1, 472円 △368円
５～８㎥ 1, 840円 1, 656円 △184円

※超過料金は１㎥230円（据置）
※別途、消費税、メーター使用料がかかります。
■対象
　使用用途「家庭用」　※家庭用以外の用途は対象外です。
■お願い
　毎月お知らせしている検針票の裏面に≪水道使用料表≫を掲載しておりますが、しばらくは現行の
検針票を使用しますので、下記のとおり、読み替えてご確認をお願いいたします。
○現行

種　別 用　途 基本料金（１か月につき） 超過料金１㎥につき 適　用水　量 料　金
専　用 家庭用 ８㎥まで 1, 840円 230円 家事用

○令和５年４月以降

種　別 用　途 基本料金（１か月につき） 超過料金１㎥につき 適　用水　量 料　金

専　用 家庭用 ４㎥ 1, 472円 － 家事用５から８㎥ 1, 656円 230円

コンビニ・スマートフォンアプリで公共料金が納付可能になりました
　令和５年４月から木古内町の公共料金が全国のコンビニエンスストア、スマートフォンアプリ（以
下コンビニ等）で納付できるようになりました。
　コンビニ等での納付は、休日や夜間でも納付することができ、手数料もかかりません。
　コンビニ等での納付に対応した新しい納付書は４月から順次発行しますが、３月までに発行された
従来の納付書ではコンビニ等での納付はできませんのでご注意ください。（一部は６月、７月発行と
なります。）
　また、これまでの金融機関や木古内町役場窓口に加えて、全国の郵便局・ゆうちょ銀行でも納付す
ることができます。なお、コンビニの納付場所や利用できるスマートフォンアプリにつきましては納
付書の裏面をご確認ください。

コンビニ等で納付できる公共料金

①上下水道料金　
②住宅使用料等
③学童保育利用料
④後期高齢者医療保険料（普通徴収）
　　　　　　　　　　　（７月発行分より）
⑤介護保険料（普通徴収）（６月発行分より）
⑥下水道受益者負担金（６月発行分より）

■お問い合わせ
　上下水道料金、住宅使用料等、
　下水道受益者負担金　
　建設水道課建設水道グループ　☎01392－2－3131
　学童保育利用料、後期高齢者医療保険料
　町民課住民グループ　　　　　☎01392－2－3131
　介護保険料
　保健福祉課介護福祉グループ　☎01392－2－2122
　（木古内町健康管理センター）
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町税の納付方法が拡充されます！
　令和５年４月から納付書（払込取扱票）に印字される地方税統一ＱＲコードを利用することで、納
付書（払込取扱票）裏面に記載されている金融機関等に加え、全国の地方税統一ＱＲコード対応金融
機関やスマートフォン決済アプリから町税の納付が可能となります。また、スマートフォンやパソコ
ンを使って、地方税共同機構の「地方税お支払サイト」からクレジットカードやインターネットバン
キング等による納付も可能となりますので、ぜひご活用ください。
■対象税目　
　軽自動車税、固定資産税、町道民税（普通徴収）、国民健康保険税（普通徴収）
■納付方法
　①地方税統一ＱＲコード対応金融機関での納付
　　直接金融機関窓口へ納付書（払込取扱票）をお持ちいただき納付が可能です。
　　納付可能な「地方税統一ＱＲコード対応金融機関」は、次のサイトをご確認ください。
　　　➡ https://www.eltax.lta.go.jp/kyoutsuunouzei/kinyukikan
　　　※令和５年４月以降に対応可能な金融機関は順次掲載される予定です。
　②スマートフォン決済アプリ
　　現在のコンビニバーコードを利用する方法に加え、アプリを起動し納付書（払込取扱票）に印字
　　されたＱＲコード（eL-QR）を直接読み取って納付することも可能です。
　　※アプリの使用方法等については、各アプリのホームページにてご確認ください。
　③地方税お支払サイト
　　地方税共同機構の「地方税お支払サイト」からクレジットカード（別途手数料がかかります）や
　　インターネットバンキング等による納付も可能です。ご利用の際は、ＱＲコード（eL-QR）が印
　　字された納付書（払込取扱票）をお手元に用意し、次のサイトからご利用ください。

　
※納付手続にかかる通信料やクレジットカード納付の手数料は利用者の負担となります。
※スマートフォン決済アプリや地方税お支払サイトで納付した場合、領収証書は発行されません。
　領収証書が必要な方や納税証明書等の発行をお急ぎの方は、金融機関窓口またはコンビニエンスス　
トアで納付してください。

これからのマスク着用の考え方について
　厚生労働省では本年３月13日から「マスク着用は個人の判断が基本」との見解を示しております。
　木古内町役場では引き続き、感染症対策のため業務中はマスクの着用を推奨、国保病院では高齢者
など重症化リスクの高い方が多く受診・来院されることから同じくマスク着用のご協力をお願いしま
す。
　なお、個人の主体的な判断を尊重し、マスク着用を強いるものではありませんのでご理解をお願い
いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【木古内町新型コロナウイルス感染症対策本部】
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道営住宅であえーる駅前団地の入居者募集について
　道営住宅「であえーる駅前団地１号棟・２号棟」の入居者募集を行います。
■募集案内書配布・申込み受付期間
　４月３日（月）～４月17日（月）（土日を除く）　※同室に複数の申し込みがあった場合は抽選と
なります。
■案内配布、受付場所
　木古内町役場建設水道課（庁舎１階）
■道営住宅所在地
　木古内町字木古内186番地17（１号棟）　　　　木古内町字木古内184番地１（２号棟）
■募集戸数
　１号棟　・２ＬＤＫ　２戸（子育て世帯向け）　　　・２ＬＤＫ　１戸（一般世帯向け）
　２号棟　・２ＬＤＫ　３戸（一般世帯向け）
■入居時期
　６月１日（木）より
■申込条件（記載事項のほか、条件の詳細は募集案内書をご覧ください。）
　子育て世帯向け　①現に小学生就学の始期に達するまでの親族と同居し、または同居しようとする
　　　　　　　　　　方
　　　　　　　　　②公営住宅法に定める政令月収が21万4千円以下であること。
　一般世帯向け　　①２ＬＤＫ入居希望者は同居する家族がいること。
　　　　　　　　　②公営住宅法に定める政令月収が15万8千円以下であること。
　　　　　　　　　　※一定の要件に該当する世帯は、21万4千円以下に緩和されます。
　共　通　　　　　①持ち家がなく現に住宅に困窮していること。　　　　　　
　　　　　　　　　②入居申込者及び同居者が暴力団員ではないこと。
■その他　　　　　①家賃は、世帯の収入や扶養家族等により異なります。
　（各棟共通）　　②駐車場使用料金は、月額3,060円かかります。
　　　　　　　　　③給湯器リース代が、別途毎月かかります。
　　　　　　　　　④共益費が、別途毎月かかります。
　　　　　　　　　⑤申込をされる場合は、印鑑・所得を確認出来る書類等をご持参願います。
　　　　　　　　　⑥犬、猫などのペットを飼育することは禁止してます。

棟 対象 間取 募集階数 募集戸数 住戸面積 月額家賃

1 号棟
子育て世帯向け

２LDK
２階 ２戸 58. 5㎡ 18, 600 円～ 36, 500 円

一般世帯向け 3 階 １戸 58. 5㎡ 18, 600 円～ 36, 500 円
2 号棟 一般世帯向け ３、４階 ３戸 55. 4㎡ 17, 900 円～ 35, 300 円

※間取図等をご覧になりたい方はお気軽にお問い合わせください。

町営住宅について
　町営住宅につきましては随時入居者の募集を行っています。空室やその他詳しいことにつきまして
は、建設水道課までお問い合わせください。
■お問い合わせ
　北海道渡島総合振興局函館建設管理部建設行政室建設指導課　☎0138－47－9467（直通）
　建設水道課建設水道グループ　　　　　　　　　　　　　　　☎01392－2－3131
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国民健康保険　簡易脳ドックのご案内
　国民健康保険事業において、日帰りの脳検診を行います。本検診を活用し、皆様の健康管理にお役
立てください。
◎健診の実施方法　頭部のＭＲＩ（断層撮影）・ＭＲＡ（血管撮影）による検診
◎実施期間　①４月12日（水）～４月28日（金）
　　　　　　②５月８日（月）～５月31日（水）
　　　　　　※受診できるのは１日３名までで、土日・祝日は除きます。
◎検診料金　無料
◎実施医療機関　函館新都市病院（医療機関までの交通費は各自ご負担ください）
◎受診できる方　国民健康保険の加入者で40歳から74歳までの方
　　　　　　　　※後期高齢者医療制度に加入している方は対象となりません
◎受診できない方
　・脳疾患で治療を受けている方
　・磁力不可のペースメーカー、人工関節等の金属が体内にある方
　・過去の脳検診でＢ又はＣの判定を受けており、精密検査の結果、定期受診が必要な方
　　（ご自身の受診記録がわからない方はお問い合わせください）
◎申込方法　先着順（100名）に受け付けます
　・令和４年度の国民健康保険特定健診を受診している方
　　受付開始日時　４月５日（水）８時30分より
　・令和４年度の国民健康保険特定健診を受診していない方
　　受付開始日時　４月６日（木）８時30分より
■お問い合わせ・申込先
　町民課住民グループ　☎01392－2－3131（内線126・127）

木古内小・中学校入学祝金支給事業
　町内で子育てする方を支援するため、木古内小学校及び中学校に入学する児童・生徒の保護者に対
して、入学祝金を支給します。
■支給対象者　
　木古内小学校、木古内中学校に入学する児童・生徒の保護者
■支給額及び支給基準
　入学する児童・生徒一人あたり町内で使える５万円分の商品券を支給します
■支給基準日
　木古内小・中学校の入学式の日までに、木古内町に住所がある方
　※入学式の日までに住所がない方は支給対象外となります
■支給時期
　入学式出席者には入学時
■お問い合わせ　生涯学習課　学校教育グループ　☎01392－2－2224
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ご相談ください　バス運転手合同就職相談会のお知らせ
　北海道では、バス運転手の業務に興味・関心のある方や就職・転職を検討されている方を対象に、
函館地区バス協会と共催で就職相談会を開催します。当日は、バス会社別にブースを設け、採用条件
や育成制度など各種相談を受け付けます。未経験の方や大型二種免許未取得の方もお気軽にご相談く
ださい。
（相談無料・予約優先）
■日時　４月15日（土）10時00分～15時00分
■場所　渡島総合振興局（函館市美原４丁目６番16号）
■予約方法　４月14日（金）午前中までに渡島総合振興局まで電話でお申込みください。
　※当日の詳細については、木古内町のホームページをご覧ください。
■お問い合わせ
　渡島総合振興局地域政策課　☎0138－47－9431

町の身体障害者相談員及び知的障害者相談員です
　身体障害者相談員及び知的障害者相談員は、障がい児（者）やその家族の方の身近な問題など、心
配ごとや困りごとについて無料で相談に応じます。秘密は厳守されますので、お気軽にご相談くださ
い。

カラスの営巣による電気事故防止にご協力願います
　春先から初夏にかけて、カラスの巣作りが盛んになり、市街地では電柱にも巣が作られます。巣の
材料に針金やハンガーなどの金属が使われることもあり、この金属が電線に触れると、停電を引き起
こす可能性があります。
　ほくでんネットワークでは巡視などを行い、電柱の上に巣を発見したときは、これを取り除いてい
ますが、地域の皆さまの目撃情報により巣を取り除き停電を防ぐことがで
きた事例が数多くございます。
　電柱の上でカラスの巣を発見された
場合は、お手数ですがご連絡をお願い
いたします。
■連絡先
　北海道電力ネットワーク（株）
　福島ネットワークセンター
　☎0120－060－915

身体障害者相談員
山　本　洋　一　氏
☎090－8638－9432

知的障害者相談員
山　本　ひづる　氏
☎01392－2－4739



16
2023.4.1

広報きこない

火災による煙や熱をいち早く感知し、火災発生を警報音や音声で知らせてくれる警報器です。 

〒049－0412 上磯郡木古内町字大平27番地11 

渡島西部広域事務組合  木古内消防署 指導係  ☎01392－2－2058 

設置しましたか？

住宅用火災警報器の交換の目安は10年です。古くなると部品の劣化や電池切れなどで感知しなくなることがあります。
詳しくは取扱説明書をご確認ください。

階段 寝室

寝室リビング

寝室として使用
していない部屋

設置義務化から12年･･･きちんと作動しますか？

宅用火災警報器宅用火災警報器
感知し 火災

住住住
設 置 場 所 は

寝 室 階 段
（2階以上に寝室がある場合）

住宅用火災警報器はホームセンター・
電器店等でお求めになることができま
す。
また、消防署での斡旋販売はしており
ません。

普段、お仕事をしながら、地域を守り、地域住民の手助けをするのが消防団や婦人消防隊です。

木古内消防団・木古内婦人消防隊は私達と一緒に活動してくれる
多くの仲間を求めています。

木古内消防団・木古内婦人消防隊は私達と一緒に活動してくれる
多くの仲間を求めています。

消防団員・婦人消防隊員を募集 !!消防団員・婦人消防隊員を募集 !!

報酬等　　出勤に応じ定められた額を支給します
被　服　　制服、活動服など無償で貸与します
保　険　　怪我や病気に備えて保険に加入します

消防団について詳しく知りたい方は
お気軽にご連絡ください。

木古内消防団
木古内婦人消防隊

〒049－0412　
上磯郡木古内町字大平27番地11
（木古内消防署内）
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介護職員研修費補助事業のお知らせ
　町では、町内の介護事業所等に従事する人材の確保及び定着を図り、介護職員の資質の向上及び介
護福祉士資格取得を支援するため、令和５年度から介護職員初任者研修及び介護福祉士実務者研修を
受講し修了した方に対し、受講に要した経費の一部を補助します。
■対象となる研修
　（１）介護職員初任者研修　（２）介護福祉士実務者研修
■対象者
　上記の研修を令和５年４月１日以降に修了した方のうち、町内に住所を有し現に居住している方
■対象経費
　対象研修に係る受講料及びテキスト代です　※追加講習等に係る費用は含みません
■自己負担額
　対象研修に係る受講料に対する自己負担額は、５千円です
■補助額
　対象研修に係る受講料から、自己負担額の５千円を引いた額です。
　ただし、補助額の上限は８万３千円とし、超えた分は自己負担となります。
■補助の申請（必要書類）
　①補助金交付申請書　　②受講料領収証　③修了証明書又は受講修了が確認できる証明書等
　※申請書については、町ホームページからダウンロードいただくか、木古内町健康管理センターに
　　ご用意しております。
■申込・お問い合わせ
　健康管理センター（保健福祉課介護福祉グループ）　☎01392－2－2122

補聴器購入費助成事業のお知らせ
　町では、聴力機能の低下がある高齢者に対し、コミュニケーションの促進や積極的な社会参加、地
域交流の推進、認知症の予防等を図ることを目的に、令和５年度から補聴器購入に要する費用の一部
を助成します。
■対象者
　町内に住所を有し、町内に居住している65才以上の方とし、以下の要件に該当する方。
　（１）聴覚障害の身体障害者手帳の交付を受けていないこと。
　（２）両耳の聴力レベルが中等度難聴。（40db以上70db未満）
　※補聴器の必要性を認める医師からの証明書等が必要です。
■助成金の額
　購入費の２分の１以内、３万円を限度とし、超えた分は自己負担となります
■助成の申請（必要書類）　
　①補聴器購入費助成申請書　②医師からの証明書等　③補聴器の見積書
　※申請書については、木古内町健康管理センターにご用意しております
■注意事項
　助成申請前に補聴器を購入した場合は、助成の対象になりませんのでご注意ください
■申込・お問い合わせ
　健康管理センター（保健福祉課介護福祉グループ）　☎01392－2－2122
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木古内町出生お祝い事業について
　当町に誕生した新たな命への祝福を形とするとともに、出産後の家族の負担を軽減するため、出生
お祝い品を支給する「木古内町出生お祝い事業」を実施しています。
■対象となる方
　令和５年４月１日以降に生まれ、初めて記録する住民登録が木古内町である新生児の保護者
■令和５年度のお祝い品
　・町内フォトスタジオでの写真撮影券　　　　　　
　・道南スギ製品
　・木古内商工会発行の商品券５万円分
　・新生児が第３子以降の場合　さらに商品券10万円分
■申請方法
　出生から14日以内に役場町民課に備え付けの申請書を添付書類（申請者の身分確認書類・母子手帳
の写し）とともにご提出ください。
■お問い合わせ
　町民課住民グループ（福祉年金担当）　☎01392－2－3131

交通安全推進員の紹介
　４月１日より、町の交通安全推進員として、佐藤義明さんが啓発業務を行い
ます。
　引き続き交通安全の啓発につとめますので、皆さまのご支援、ご協力をよろ
しくお願いします。

議会モニター募集
　木古内町議会では、議会の運営にご意見をいただき、効率よく議事の運営を行うため、議会モニ
ターを募集します。
■業務
　議会や委員会を傍聴していただき、ご意見を伺います
■任期
　令和５年６月１日～令和６年３月31日
■報酬
　１回の会議参加で7, 400円を支給
■定員
　６名以内
■応募期間
　令和５年４月20日から令和５年５月10日まで
■お問い合わせ
　木古内町議会事務局　☎01392－2－3131（内線304）
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地域安全ニュース
 （Ｒ５  2／１～2／28の事件・事故など）

■お問い合わせ
木古内町防犯協会（役場内）
☎01392－２－3131
木古内警察署
☎01392－２－4110
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　　　　無料職業紹介所よりお知らせ無料職業紹介所よりお知らせ　　４月の求人情報４月の求人情報
　木古内町無料職業紹介所は、渡島西部通年雇用促進支援協議会と連携し、町内の雇用促進活動を行っています。
その活動の一環として、登録している企業の求人情報を掲載しています。求人情報は町のホームページ、木古内町
役場庁舎内にも掲示しています。

株式会社手塚産業

所在地 字瓜谷 122
職種 重機オペレーター 土木作業員 土木施工管理技士

賃金（月給） 207,000 ～ 289,800 円 175,950 ～ 269,100 円 300,000 ～ 400,000 円
就業場所 函館市、北斗市、木古内町
雇用形態 正社員又は非正社員 正社員
採用人数 ２名 ２名 ２名

免許資格
車両系建設機械運転者

大型特殊免許
大型自動車免許

普通自動車免許 土木施工管理技士
建設機械施工技士

年齢 年齢不問
連絡先 01392－２－4740
休日 土、日

有限会社 信貴

所在地 字木古内25－13
職種 土木作業員

賃金（月給） 200,000 ～
320,000 円

172,000 ～
216,000 円

就業場所 函館市及び近郊
雇用形態 正社員 非常勤職員
採用人数 ５名 ５名
免許資格 普通自動車免許

年齢 年齢不問
連絡先 01392－2－4481
休日 土、日

特別養護老人ホームいさりび

所在地 字本町 704
職種 通所職員（介護職・看護職問わず）

賃金（月給） 175,100円～
雇用形態 会計年度任用職員
採用人数 １名
免許資格 介護職：不問・看護職：准看・正看

年齢 年齢不問
連絡先 01392－2－5700
休日 日曜定休シフト制

その他
  ①介護職員は支援金貸付制度あり
  ②看護職員は看護業務のほか介護業務あり
  上記内容や条件等詳しくは問合せ下さい。

きこない美裕温泉のとや

所在地 字大平20－2
職種 ホール

賃金（時給） 920円
雇用形態 パート
採用人数 数名

年齢 年齢不問
連絡先 01392－2－4055
休日 週１～２日

勤務時間 シフト制

セイコーマート

就業場所 木古内店 木古内泉沢店
所在地 字本町328－2 泉沢68－1
職種 売場・調理 売場

賃金（時給） 930円
年齢 年齢不問

連絡先 0120－104－224

勤務時間
5時45分～22時の間で

応相談、シフト制
社会保険加入ＯＫ

木古内町社会福祉協議会

所在地 字本町150－１

職種 ホームヘルパー
（臨時ヘルパー又は登録ヘルパー）

賃金（時給） 1,000円
採用人数 １名

免許資格 介護職員初任者研修修了者又は
介護福祉士、普通自動車免許

年齢 年齢不問
連絡先 01392－2－2780
休日 シフト制

パチンコ・スロット　パーラーエース

所在地 字新道45－29
職種 遊技業

雇用形態 パート・アルバイト
賃金（時給） 950円

採用人数 数名
年齢 年齢不問

連絡先 01392－2－4677
休日 応相談・シフト制

勤務時間 9時30分～23時00分の間

☎

函館バス株式会社

職種 路線バス運転手
（正社員候補者）

路線バス運転手
（嘱託社員）

賃金（時給） 1,030円 1,000円
年齢 45 歳未満 45 歳以上

連絡先 0138-54-4473
休日 4週6休（シフト制） 4週6休（シフト制）

勤務時間 雇用保険、社会保険、厚生年金、労災保険完備

株式会社　杉の木ケアサービス

就業場所 グループホーム杉の木 小規模多機能型居宅介護施設さくら
所在地 字本町704 字木古内186－10字木古内186－10
職種 介護職員 介護職員

賃金（月給） 169,000 円～ 162,000 円～
雇用形態 正社員 正社員
採用人数 １名 １名
免許資格 普通自動車免許

年齢 不問
連絡先 01392－6－7072
休日 ４週８休（不定休）

その他 夜勤手当 １回8, 000円 夜勤手当 １回6, 000円

石川屋

所在地 字本町78
職種 清掃員 洗い場

賃金（時給） 950 円 920 ～ 950 円
雇用形態 パート パート
採用人数 2 ～ 3 名 2 ～ 3 名

年齢 不問 不問
休日 週 2 ～ 3 日 週 1 ～ 2 日

勤務時間 9時～13時
9時～11時30分位

9時～14時
17時～19時30分位

（950円）
連絡先 01392－2－2146

水 ingAM

就業場所 泉沢～釜谷区域
職種 水道量水器の検針

賃金（時給） 歩合給（検針単価×検針件数）
※2.5万円/12回（年間30万円前後）程度

雇用形態 個人委託
採用人数 1 名

年齢 不問

勤務時間 原則取り決めなし
※日中等

連絡先 01392－2－2770

その他 令和５年度内の契約期間
（１年毎に契約更新）
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ね ん き ん Vol.457
年金に関するお問い合わせは
■函館年金事務所　☎0138－56－1165
■町民課住民グループ　☎01392－2－3131

健康管理センターだより
はじめよう、健康投資

記：保健福祉課　保健師　河合沙耶佳

　４月は新年度の始まりですね。心機一転、何か新
しいことを始めたくなりませんか？
　全国的に超高齢化が進み、木古内町も昨年高齢化
率50％を超えました。そして、高齢化と共に延びて
いるものがあります。“寿命”です。寿命は次のよ
うに二つに区分されます。

　上の図のように、平均寿命と健康寿命には差（矢
印部分）があります。これは、「日常生活に制限が
ある健康ではない期間（寝たきりなど）」が、男性
で8. 79年、女性で12. 19年あり、医療費や介護費用
もかかる期間です。この矢印部分を短くすること、
つまり健康寿命を長くすることが、多くの人が憧れ
る“ピンピンコロリ”の鍵となります。

　厚労省では「健康寿命を延ばしましょう」をス
ローガンに、スマート・ライフ・プロジェクトとい
う取り組みをしており、①適度な運動②適切な食生
活③禁煙④健診・検診の受診⑤ストレスをためない
ことをすすめています。
　この中から今回は、適度な運動、特にウォーキン
グについてお伝えします。ウォーキングが身体に良
いことは有名な話ですが、肥満予防や生活習慣病の
予防だけでなく、骨の強化（骨粗しょう症予防）、
脳の活性化（認知症予防）、精神的にもプラスの感
情が上昇する（緊張、抑うつ、疲労の改善）効果が
あることをご存知でしょうか。
　一日に8000歩が理想的だと言われていますが、高
齢女性対象の調査では4500歩で早死にリスクを下げ
るという結果も報告されています。目標が高すぎる
と、なかなか一歩が踏み出せませんが、まずは自分
のできる範囲から始めてみませんか？何か起きてか
ら慌てるのではなく、「健康な状態の維持」の継続
するのです。令和５年度、“先を見越した健康への
投資”はいかがでしょうか。今すぐ無料で始められ
ます！

　国民年金保険料の学生納付特例制度について

　国民年金は、20歳以上であれば、学生も加入、国民年金保険料を納付しなければなりません。
　しかし、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」があ
ります。
　対象となる方は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校及
び各種学校（修業年限１年以上である課程）に在学する学生等で、ご本人の前年所得が次の計算式で計算した
金額以下であることが条件です。
【所得の目安】128万円（令和２年度以前は118万円）+｛扶養親族等の数×38万円｝+社会保険料控除等
　ただし、学生納付特例の期間は年金額に反映されないことから、将来受け取る年金額を増額するためにも、
後から納付（追納）することをおすすめします。
　学生納付特例の承認期間は４月から翌年３月までの１年間となりますが、承認を受けた次の年度も在学予定
である場合は、４月初めに再申請の用紙が届きます。引き続き、学生納付特例制度の申請を希望される場合は、
必要事項を記入の上、ご返送ください。
　なお学生納付特例を利用せず、保険料の納付を希望される場合は、函館年金事務所または役場町民課住民グ
ループ福祉年金担当までお問い合わせください。
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Activity
Sports

＆ 教育インフォメ～ション

令和５年度各種事業

　令和５年度の事業を紹介します。
　なお、各事業の詳細につきましては開催月に合わせ教育インフォメーションに掲載させていただきま
す。

■このページに関するお問い合わせ
　生涯学習課学校教育グループ　☎01392－2－2224

有
料
広
告

木古内町本町52-1　☎2－3335

認知症と診断された方が入居でき
ます。居室は約10畳の個室で、浴
室は個浴に対応しています。看護
師、介護福祉士等の職員が24時間
生活のお世話をいたします。

木古内町本町52-1  ☎2－2233

通っていただき入浴や、昼食、ゲ
ームやレクリエーション、カラオ
ケ、体操などで楽しい時間を過ご
していただきます。ご自宅まで送
迎します。

木古内町木古内186-10　☎6－7072
職員募集中です。職種：看護職員、介護職員、ケアマネージャー

普段は通所で入浴や、食事、ゲー
ムやレクリエーションなどを楽し
んでいただき、ご家族の急用など
必要な時には宿泊や訪問介護も利
用できます。

リロナイふれあい学園
期　間　４月13日（木）～12月７日（木）
　　　　10時00分～　　全20回
会　場　中央公民館
対　象　60歳以上の町民
※随時、園生募集中です。

文化・芸術
第61回木古内町町民文化祭
開催日　10月14日（土）～15日（日）
会　場　中央公民館
　　　　ファミリースポーツセンター

町民プール
※６月４日（日）オープン予定

スポーツ
パークゴルフ
※４月21日（金）オープン予定
※シーズン券４月10日（月）販売開始
※パークゴルフ場無料開放デー
　毎月第３木曜日（５月～10月）
・町長杯争奪パークゴルフ大会　７月９日（日）
・町民パークゴルフ大会　８月27日（日）
・教育長杯パークゴルフ大会　９月24日（日）

スポーツ大会
・ナイターソフトボール大会
　７月５日（水）～７日（金）
・ナイターソフトバレーボール大会
　11月８日（水）～10日（金）

図書
※詳細は図書室だよりか図書室に直接お問い合わせください。
・おとなの図書室講座
　４月20日（木）、５月９日（火）、５月25日（木）、６月22日（木）、７月４日（火）、７月13日（木）
　９月５日（火）、11月９日（木）、12月14日（木）、２月８日（木）、３月14日（木）
・こども図書室教室
　４月23日（日）、７月９日（日）、11月26日（日）、12月10日（日）、２月11日（日）
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令和４年度　児童生徒文化・スポーツ表彰
児童生徒の一年の活躍を称えて
　文化やスポーツなど様々な分野において優れた成績を残した児童、生徒に対する「令和４年度児童生徒文
化・スポーツ表彰」の受賞者は以下の皆さんとなります。
　なお、表彰式については、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止し、表彰状は小中学校において授
与されました。

〈栄誉賞〉

【個　人】
黒　川　芽　実（木古内中学校３年）
　・第27回全日本中学生管打楽器ソロコンテスト

宮　北　陽　斗（木古内中学校２年）
　・中学KWB野球・関東オープン大会

福　光　　　陽（木古内小学校３年）
　・第64回小学生・中学生全国空手道選手権大会

冨　田　獅　子（木古内小学校４年）
　・第64回小学生・中学生全国空手道選手権大会

苗　加　斗　羽（木古内小学校５年）
　・第64回小学生・中学生全国空手道選手権大会

【団　体】
木古内中学校　吹奏楽部
　・第28回日本管楽合奏コンテスト全国大会

木古内ベースボールクラブ
　・マルハンインビテーション大倉カップ
　　第48回全日本選手権大会

〈奨励賞〉

【個　人】
紺　井　柊太朗（木古内小学校５年）
　・第40回北海道小学生陸上競技大会

苗　加　斗　羽（木古内小学校５年）
　・第40回北海道小学生陸上競技大会

小　林　虎太郎（木古内中学校１年）
　・第55回北海道中学校スキー大会アルペン競技

又　地　萌　衣（木古内中学校３年）
　・第55回北海道中学校スキー大会アルペン競技

小　室　那　音（木古内中学校３年）
　・第10回櫻田義人杯ヤングクラブバレーボール
　　連盟交流大会

田　畑　陽　大（木古内中学校３年）
　・第10回櫻田義人杯ヤングクラブバレーボール　
　　連盟交流大会

田　畑　銀　大（木古内中学校１年）
　・第10回櫻田義人杯ヤングクラブバレーボール　
　　連盟交流大会
　・第32回北海道中学生バレーボール優秀選手
　　選抜大会
　・令和４年度絆づくりメッセージコンクール

佐　藤　　　駿（木古内中学校３年）
　・第47回「小さな親切」運動全国作文コンクール

今　井　悠　陽（木古内中学校２年）
　・第40回北海道中学校駅伝競走大会友好レース

永　井　朔　愛（木古内中学校２年）
　・第50回中学生作文コンクール

【団　体】
木古内小学校　吹奏楽部
　・第41回北海道小学生バンドフェスティバル

木古内中学校　バレーボール部
　・第24回日本ヤングバレーボールクラブ優勝
　　大会北海道予選兼第６回北海道ヤングバレー　　
　　ボールクラブ大会

木古内バレーボール少年団
　・第39回北海道小学生バレーボール選抜優勝大会
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ながまれ海峡号いさりびおでん列車

今年度の最終運行となりました

　令和４年度最後の「ながまれ海峡号いさりび
おでん列車」の運行がこの日行われました。こ
の日は朝から穏やかな天気で過ごしやすい気温
でしたが、到着する頃には肌寒くなり、まさに
おでん日和となりました。乗客の皆さんは飲食
や車窓からの風景を楽しまれたことでしょう。
沿線の幸や風景を満喫し、再び訪問してくれる
ことを期待しています。

　今年も旅立ちの時期を迎えました。木古内小
学校で19名、木古内中学校で23名が卒業を迎え
ました。卒業生は緊張した様子でしたが、卒業
証書を一人ひとり受け取っていました。中学校
では式終了後、保護者とともに教室で最後のホ
ームルームを行い、再び体育館に戻り記念撮影
を行いました。最後に玄関前で在校生による送
り出しが行われました。今後の皆さんのご活躍
をお祈りします。

15
３月

犯罪被害者支援に関する協定締結式

安心・安全な地域づくりに貢献します

15・17
３月

木古内小学校・木古内中学校卒業証書授与式

ご卒業おめでとうございます

　木古内町と木古内警察署との間で犯罪被害者

支援に関する協定が締結され、締結式が行われ

ました。この協定は北海道内で12番目の制定

で、町と木古内警察署が相互に協力し、適切な

情報提供を図ること、犯罪被害者が相談しやす

い体制づくりを行い、様々な支援を行うもので

す。犯罪被害者がいち早く平穏な生活を取り戻

せることが期待されます。

13
３月

北海道農業士授与式

地域農業の振興に期待しています

　北海道農業士制度は、地域農業の担い手とし
て優れた能力を有し、経営改善や地域農業の振
興に積極的に参加、協力を行う意欲旺盛な農業
者の活動を助長することを目的に創設されたも
ので、地域農業の中核的な担い手として今後よ
り一層の活躍が期待される農業者を市町村長の
推薦により知事が認定するものです。町内から
は今回新たに、手塚和宏さん、東出雄太さん、
田中浩太さんの３名が認定され、授与式が行わ
れました。 道の駅みそぎの郷きこない

見事２位となりました20
３月

　北海道の観光情報を紹介する出版社が行っている、北海道内の「道の駅ランキング2023」で、道
の駅みそぎの郷きこないが見事２位となりました。昨年はミニ水族館が出来るなど、魅力的な施設
であり続け、高い評価に繋がりました。これからも来館者を魅了し、多くの方が訪問し町の知名度
向上と活気をもたらしてくれることでしょう。

木古内中学校卒業式

h i
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ながまれ海峡号いさりびおでん列車

今年度の最終運行となりました

　令和４年度最後の「ながまれ海峡号いさりび
おでん列車」の運行がこの日行われました。こ
の日は朝から穏やかな天気で過ごしやすい気温
でしたが、到着する頃には肌寒くなり、まさに
おでん日和となりました。乗客の皆さんは飲食
や車窓からの風景を楽しまれたことでしょう。
沿線の幸や風景を満喫し、再び訪問してくれる
ことを期待しています。

　今年も旅立ちの時期を迎えました。木古内小
学校で19名、木古内中学校で23名が卒業を迎え
ました。卒業生は緊張した様子でしたが、卒業
証書を一人ひとり受け取っていました。中学校
では式終了後、保護者とともに教室で最後のホ
ームルームを行い、再び体育館に戻り記念撮影
を行いました。最後に玄関前で在校生による送
り出しが行われました。今後の皆さんのご活躍
をお祈りします。

15
３月

犯罪被害者支援に関する協定締結式

安心・安全な地域づくりに貢献します

15・17
３月

木古内小学校・木古内中学校卒業証書授与式

ご卒業おめでとうございます

　木古内町と木古内警察署との間で犯罪被害者

支援に関する協定が締結され、締結式が行われ

ました。この協定は北海道内で12番目の制定

で、町と木古内警察署が相互に協力し、適切な

情報提供を図ること、犯罪被害者が相談しやす

い体制づくりを行い、様々な支援を行うもので

す。犯罪被害者がいち早く平穏な生活を取り戻

せることが期待されます。

13
３月

北海道農業士授与式

地域農業の振興に期待しています

　北海道農業士制度は、地域農業の担い手とし
て優れた能力を有し、経営改善や地域農業の振
興に積極的に参加、協力を行う意欲旺盛な農業
者の活動を助長することを目的に創設されたも
ので、地域農業の中核的な担い手として今後よ
り一層の活躍が期待される農業者を市町村長の
推薦により知事が認定するものです。町内から
は今回新たに、手塚和宏さん、東出雄太さん、
田中浩太さんの３名が認定され、授与式が行わ
れました。 道の駅みそぎの郷きこない

見事２位となりました20
３月

　北海道の観光情報を紹介する出版社が行っている、北海道内の「道の駅ランキング2023」で、道
の駅みそぎの郷きこないが見事２位となりました。昨年はミニ水族館が出来るなど、魅力的な施設
であり続け、高い評価に繋がりました。これからも来館者を魅了し、多くの方が訪問し町の知名度
向上と活気をもたらしてくれることでしょう。

木古内中学校卒業式

h i

フフォォトト
  トピックストピックス
フフォォトト
  トピックストピックス
フォト
 トピックス
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広報きこない
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日
時
▼
４
月
４
日
（
火
）

〇
一
般
講
習

　

13
時
00
分
～
14
時
00
分

〇
初
回
講
習

　

14
時
45
分
～
16
時
45
分

▼
４
月
５
日
（
水
）

〇
優
良
講
習

　

13
時
00
分
～
13
時
30
分

〇
違
反
講
習

　

14
時
15
分
～
16
時
15
分

場
所
▼
木
古
内
町
中
央
公
民
館

　
　
　

大
会
議
室

※
講
習
を
受
け
る
際
は
、
事
前
に
警

察
署
で
更
新
手
続
き
（
目
の
検
査

等
）
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
▼

木
古
内
地
区
交
通
安
全
協
会

　

☎
０
１
３
９
２

－

２

－

５
７
２
１

（
木
古
内
警
察
署
内
）

・
知
ら
な
い
山
菜
は
、
「
採
ら
な

い
」
「
食
べ
な
い
」
「
売
ら
な
い
」

「
人
に
あ
げ
な
い
」
！

・
山
菜
に
混
じ
っ
て
有
毒
植
物
が
生

え
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
本

一
本
よ
く
確
認
し
て
採
り
、
調
理
前

に
も
う
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
家
庭
菜
園
や
畑
な
ど
で
、
野
菜
と

鑑
賞
植
物
を
一
緒
に
栽
培
す
る
の
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

・
食
用
と
し
て
植
え
た
覚
え
の
な
い

植
物
は
食
べ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
野
菜
を
食
べ
て
体
調
が
悪
く
な
っ

た
ら
、
す
ぐ
に
医
師
の
診
察
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

・
間
違
い
や
す
い
山
菜
・
毒
草
（
近

年
、
道
内
で
死
亡
事
例
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
）

　

ニ
ラ
（
食
用
）
と
ス
イ
セ
ン

（
毒
）

　

ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
（
食
用
）

と
イ
ヌ
サ
フ
ラ
ン
（
毒
）
な
ど

お
問
い
合
わ
せ
▼

北
海
道
渡
島
保
健
所
生
活
衛
生
課
食

品
保
健
係

　

☎
０
１
３
８

－

４
７

－

９
５
５
２

　

函
館
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士
が

無
料
で
法
的
な
悩
み
ご
と
や
相
談
ご

と
に
応
じ
ま
す
。

日
時
▼
４
月
28
日
（
金
）

　
　
　

13
時
00
分
～
16
時
00
分

場
所
▼
産
業
会
館
３
階
第
２
研
修
室

お
問
い
合
わ
せ
▼

総
務
課
総
務
財
政
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
１
３
９
２

－

２

－

３
１
３
１

　

町
で
は
、
土
木
・
上
水
道
・
下
水

道
技
術
業
務
お
よ
び
一
般
行
政
事
務

に
従
事
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

受
験
資
格
▼

平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
18
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

資
格
等
要
件
▼
普
通
自
動
車
運
転
免

許
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校

以
上
の
学
校
で
、
土
木
の
学
科
ま
た

は
こ
れ
に
類
す
る
学
科
を
履
修
し
卒

業
し
た
者
も
し
く
は
卒
業
見
込
み
の

者
、
土
木
に
関
す
る
実
務
経
験
が
３

年
以
上
あ
る
者

お
問
い
合
わ
せ
▼

総
務
課
総
務
財
政
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
１
３
９
２

－

２

－

３
１
３
１

　

マ
ー
ジ
ャ
ン
で
指
先
の
運
動
、
頭

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
▼
65
歳
以
上
の
方

※
年
間
を
通
し
て
参
加
で
き
る
方
、

初
心
者
や
ル
ー
ル
の
分
か
ら
な
い
方

も
大
歓
迎
で
す
。

日
時
▼
初
回
４
月
26
日
（
水
）

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分
ま
で

※
毎
月
１
回
（
年
12
回
）
の
開
催
で

す
。

以
降
の
日
程
・
詳
細
等
は
、
後
日
案

内
い
た
し
ま
す
。

締
切
▼
４
月
14
日
（
金
）
ま
で

（
定
員
20
名
）

※
定
員
に
達
し
た
時
点
で
締
切
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
初
心
者
に
ご
指
導
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
あ
わ
せ
て
募
集
い
た

し
ま
す
。

場
所
▼
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
わ
せ
▼

保
健
福
祉
課
介
護
福
祉
グ
ル
ー
プ

（
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
０
１
３
９
２

－

２

－

２
１
２
２

※
遠
方
等
で
送
迎
を
希
望
さ
れ
る
方

は
申
込
の
際
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　

町
民
の
利
便
性
向
上
や
災
害
時

の
情
報
収
集
手
段
の
提
供
な
ど
を

目
的
と
し
て
、
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

（
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
）
に
よ
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
環
境
を
木
古
内
町
産
業

会
館
内
に
整
備
し
ま
し
た
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
Ｗ

ｉ
ー
Ｆ
ｉ
接
続
に
対
応
し
た
機
器
が

あ
れ
ば
、
無
料
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

利
用
方
法
▼

接
続SSID

：kiko-free

パ
ス
ワ
ー
ド
▼
０
１
３
９
２
２
３
１

３
１

利
用
料
▼
無
料

利
用
方
法
▼
端
末
の
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ

機
能
か
ら
、
上
記
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（SSID

）
を
選
び
、
パ
ス
ワ
ー
ド
を

入
力
す
る
こ
と
で
利
用
可
能
と
な
り

ま
す
。

今
月
の
運
転
免
許

更
新
時
講
習

有
毒
植
物
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

『
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
教
室
』

の
お
知
ら
せ

土
木
技
術
職
員
の

募
集
に
つ
い
て

無
料
法
律
相
談
の

お
知
ら
せ

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
）

の
利
用
に
つ
い
て
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利
用
時
間
▼
庁
舎
の
開
庁
時
間
内

○
青
少
年
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、

接
続
端
末
に
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
設

定
す
る
な
ど
保
護
者
が
適
切
な
対
応

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
利
用
の
際
は
、
他
の
来
訪
者
に
迷

惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、
周
囲
に
十

分
ご
配
慮
願
い
ま
す
。

○
原
則
、
庁
舎
内
の
電
源
は
利
用
で

き
ま
せ
ん

○
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
「
木
古
内

町
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス
利
用

規
約
」
を
ご
確
認
の
う
え
、
本
規
約

に
則
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
公
衆

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
）
の
利

用
を
も
っ
て
、
上
記
の
規
約
に
同
意

さ
れ
た
も
の
と
し
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
は
、
津
波
警
報
等

の
災
害
時
に
お
け
る
緊
急
放
送
（
防

災
情
報
）
や
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

（
行
政
情
報
）
を
放
送
す
る
た
め
、

町
で
整
備
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

町
内
に
は
緊
急
時
等
に
活
用
す
る

屋
外
拡
声
子
局
（
ス
ピ
ー
カ
ー
）
が

設
置
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
各
家
庭
に

戸
別
受
信
機
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
停
電
時
で
も
緊
急
放
送
が

受
信
で
き
る
よ
う
に
幹
電
池
が
内
蔵

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
定
期
的
に
幹

電
池
の
残
量
を
確
認
し
、
交
換
し
て

下
さ
い
。

幹
電
池
の
交
換
時
期
▼

　

幹
電
池
の
残
量
が
消
耗
ま
た
は

入
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
本
体
表
面

に
あ
る
「
乾
電
池
」
と
書
か
れ
た

赤
い
ラ
ン
プ
が
点
滅
し
、
30
秒
ほ

ど
経
過
し
た
後
、
「
電
池
が
消
耗
し

て
い
ま
す
。
電
池
を
交
換
し
て
下
さ

い
。
」
と
音
声
が
流
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
乾
電
池
の

交
換
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

転
入
や
転
出
、
転
居
な
ど
の
際
は

受
信
機
の
交
付
や
返
却
、
設
定
さ
れ

て
い
る
地
域
の
変
更
な
ど
の
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
役
場
総
務

課
防
災
担
当
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

国 保 病 院国 保 病 院
４ 月の予定４ 月の予定
診　療　日

○耳鼻科診療日
　12日・26日
　受付　12：00～
　診療　14：00～16：00
○眼科診療日
　11日・25日
　受付　８：30～
　　　　12：00～
　診療　９：00～16：00
○婦人科診療日
　11日・25日
　受付　12：00～
　診療　13：30～16：00
○泌尿器科診療日
　６日・13日・20日・27日
　受付　12：00～
　診療　14：00～16：00
○小児科診療日
　11日・18日・25日
　受付　12：00～
　診療　13：30～16：30
○土曜開院日
＜内科＞（出張医の診療）
　８日・22日
　診療　９：00～11：40
○救急診療
　全日救急診療を行って
います。
○特定健診（予約制）
＜個人＞
　随時受け付けています。
○禁煙外来（予約制）
　現在受付を中止してお
ります。

問い合わせは国保病院
（☎２－２０７９）まで

広
報
版
「
防
災
き
こ
な
い
」

～
防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機

を
確
認
し
て
下
さ
い
～

４月の税金等の納期４月の税金等の納期

軽自動車税

内科診療の担当医が変更になります 令和５年４月１日～

月

清水
午　前

午　後

吉田

吉武

火

清水

大槻

吉田

水

大槻

吉武

吉田

木

吉田

奈良原

清水

金

吉田

奈良原

担当医

土（第２・４）

札幌医科大学
出張医

火曜日午前　吉武医師　⇒　大槻医師
水曜日午前　清水医師　⇒　大槻医師
に変更となります。
※診療は午前は８時50分、
　　　　午後は１時30分からです。
※第１・３・５土曜日は休診です。
※大槻医師は、従前より当院に休日勤務
　している出張医師です。
お問い合わせ▼木古内町国民健康保険病院
　　　　　　　℡01392－2－2079

■お問い合わせ
　役場まちづくり未来課まちづくりグループ
　☎01392－2－3131



福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
券
は

残
っ
て
い
ま
せ
ん
か

戸籍の窓口
（２月18日～３月20日提出）

まちの人口
（令和５年２月末現在）

人口　3, 703人（－14）

　男　　1, 723人（－７）

　女　　1, 980人（－７）

世帯　2, 044世帯（－５）

　

新
年
度
に
な
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆

さ
ん
自
身
や
周
囲
で
何
か
変
化
は
あ
り

ま
し
た
か
？
広
報
担
当
は
次
号
よ
り
変

わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
３
年
間
お

付
き
合
い
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
３
年
間
を
振
り
返

る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
が
大
き
く
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
な
か

で
も
「
広
報
き
こ
な
い
」
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
と
い
う
声
を
頂
く
こ
と
が
あ

り
、
大
変
励
み
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
引
き
続
き
「
広
報
き
こ
な
い
」

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｎ
）

№ 879 42023

1 土
2 日 マイナンバーカード休日臨時受付 産 業 会 館   9：00～17：00

3 月 運動を楽しむ会 健康管理センター 13：30～15：00

4 火 きこない認定こども園入園式 きこない認定こども園   9：30～11：30

5 水 すくすく相談 健康管理センター 10：00～10：30

6 木
木古内小学校入学式 木 古 内 小 学 校
木古内中学校入学式 木 古 内 中 学 校
郷土資料館臨時休館 木古内町郷土資料館いかりん館

7 金 ぷちラッコ 健康管理センター 10：00～11：30

8 土

9 日
中央公民館図書室　日曜開館日 中 央 公 民 館   8：30～17：00

北海道知事・道議会議員選挙投票日

10 月
パークゴルフ場シーズン券販売開始 ファミリースポーツセンター
運動を楽しむ会 健康管理センター 13：30～15：00

11 火
12 水 生活習慣をみなおす健康教室 健康管理センター   9：30～12：00

13 木
リロナイふれあい学園 中 央 公 民 館 10：00～12：00

郷土資料館臨時休館 木古内町郷土資料館いかりん館

14 金
ぷちラッコ 健康管理センター 10：00～11：30

図書の宅配
15 土
16 日
17 月 運動を楽しむ会 健康管理センター 13：30～15：00

18 火
認知症カフェ 健康管理センター 13：30～15：00

定例行政相談 産 業 会 館 13：00～15：00

19 水

20 木
大人の図書室講座 中 央 公 民 館 13：00～15：00

郷土資料館臨時休館 木古内町郷土資料館いかりん館

21 金
パークゴルフ場オープン フォーレストパークりろない
ぷちラッコ 健康管理センター 10：00～11：30

22 土

23 日
中央公民館図書室　日曜開館日 中 央 公 民 館   8：30～17：00

こども図書室教室 中 央 公 民 館 10：00～15：00

木古内町議会議員選挙投票日（予定）
24 月 運動を楽しむ会 健康管理センター 13：30～15：00

25 火
26 水 健康マージャン教室 健康管理センター 13：30～15：30

27 木
リロナイふれあい学園 中 央 公 民 館 10：00～12：00

郷土資料館臨時休館 木古内町郷土資料館いかりん館

28 金
ぷちラッコ 健康管理センター 10：00～11：30

図書の宅配

29 土
無名塾 中 央 公 民 館   9：30～12：00

昭和の日
30 日

５月行事予定表
1 月 運動を楽しむ会 健康管理センター 13：30～15：00

2 火
3 水 憲法記念日
4 木 みどりの日
5 金 こどもの日

原　　　哲（73歳）本　町
安澤喜代藏（91歳）札　苅
堺　　秀子（93歳）札　苅
山瀬　エイ（94歳）中　野
岩館　信也（79歳）札　苅
平澤　チカ（89歳）釜　谷
中山　キミ（93歳）本　町
花田　安彦（83歳）新　道
吉田　キセ（91歳）釜　谷
佐藤　健一（84歳）亀　川
松本ミドリ（81歳）木古内

承諾のあった方のみ
掲載しています。

発行／木古内町　編集／まちづくり未来課まちづくりグループ

 . 1　5. 54
佐藤　碧

あ

桜
お

　　　木古内宏之
里香


